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１.１　研究テーマ

平成19年３月に文部科学省が公表した「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」では、

「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」として、児童・生徒の学習目標を達成するために、

コンピュータや提示装置等を活用して資料等を効果的に提示する能力が求められている。

しかしながら、ＩＣＴを活用して指導する環境がコンピュータ教室には整備されていても、

普通教室には未だ整備されているとは言えない。更に、多様なデバイスの結線や操作が困難、

デジタルコンテンツを使った指導案や指導事例の所在が不明、ＩＣＴの活用指導事例や情報が

乏しい、などの理由でＩＣＴ活用指導が進んでいない状況にある。

本研究では「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」をテーマとした。

普通教室における大型提示装置を含むＩＣＴ機器構成を、機器の利便性や導入コストに応じた

「ＩＣＴ活用を促進するモデル環境」として構築し、その有効性を検証することにした。それら

のＩＣＴ機器を利活用する際の障害となっている「各種多様なデバイス操作の煩雑さ」を解消

するために、可能な限りワンタッチで操作できる簡易型コントローラを開発し、その効果を検

証した。構築されたモデル環境に応じたデジタル指導案を作成し、その教育効果を検証し、こ

れらの指導案をデータベース化し、指導案に即したデジタル教材を検索できるシステムにする

ことで一層のＩＣＴ活用の促進を図ることをねらいとした。

１.２．調査研究方法

調査研究の実行にあたり、日本視聴覚教育協会を中心に日本学校視聴覚教育連盟、日本視聴

覚教具連合会と有識者による調査研究委員会を設立し、産業界・教育現場・研究者からなる推

進体制を構築した。

普通教室におけるモデル環境を、教室のあり方・コスト面・環境面等から３パターンに構成

し、10校の実践校に導入して授業実践を通してモデル環境の検証を行った。

ＩＣＴ機器操作の煩雑さを軽減する簡易型コントローラをＩＣＴ機器に実装し、教員が必要な場面

で瞬時に簡単操作できることを実証し、ＩＣＴ活用授業の促進と授業効果について検証した。

モデル環境導入校において授業実践を促進するとともに、ＩＣＴ活用授業の指導案と活用デ

ジタル教材のデータベースを構築した。指導案の蓄積にあたっては、教科・領域・単元による

検索可能なシステムを構築することとした。

１.３．簡易型コントローラの評価

簡易型コントローラによりＩＣＴ機器の切り替えが簡便に行えたので、授業の展開を妨げず
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に児童・生徒の学習意欲を持続させることができた。映像コンテンツを見せたり、教材提示装

置で児童のノートや作品を見せたりする授業展開のように、複数のメディア（機器）を活用す

る場合に特に効果的であった。

課題として、簡易型コントローラの操作とＩＣＴ機器のリモコンの操作との違いが混乱を起

こすこともあり、操作性を統一できるかどうか、簡易型コントローラに更に便利な機能を付加

して欲しいという要求と操作性を更に簡便にして欲しいという要望はトレードオフの関係にな

る、などがある。

１.４．ＩＣＴ機器モデル環境とＩＣＴ機器の活用効果

導入機器類の総額を統一して３パターンを提供したことで見えてきた一長一短がある。普通

教室には、電子黒板ユニットが最も簡便で、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）は移動に

やや難があり、リア型プロジェクタは特別教室に固定となることが多かった。導入モデルの３

パターンとも拡大投影することで、学習を焦点化でき、学習意欲を高めることができた。ＰＤ

Ｐとリア型プロジェクタは画像コンテンツを鮮明に映し出し、児童・生徒の興味関心を引き付

けるのに効果的であった。マグネットスクリーンと電子黒板ユニットを活用した授業では、技

能・表現や集中力の持続に有効であった。

課題として、リア型プロジェクタを普通教室で利用するには、高さと大きさ、移動に難点が

あり、どうしても特別教室に固定して利用する学校が多かったこと、ＰＤＰに電子黒板機能が

ある方が多用されることが分かったので、次年度には電子黒板機能を常備すること、ＩＣＴ機

器活用が効果的である授業場面をデジタル指導案で普及促進すること、複数のメディア（機器）

を活用すると効果の出る授業場面を設計できる教師のスキルを向上させるための校内研修体制

を調査研究委員が支援すること、などである。

１.５．ＩＣＴ機器を活用したデジタル指導案

24事例であるが、デジタル指導案の登録･検索サイトを構築した。ＩＣＴ機器の活用を前提と

した指導案の形式にしたことで、利用しやすくなっている。期待される効果と使用機器・コン

テンツを記入することで、活用のヒントを提供できるようになっている。

課題として、指導事例が少なかったので、各教科や学年などを含む指導事例の収集とともに

デジタル指導案の登録を最低100事例以上にすること、欲しいデジタル指導案の検索が短時間で

できるように検索方法を工夫すること、学習指導に使ったコンテンツも検索できるように連動

させること、熟練教師の授業運営のノウハウを残せるデジタル指導案にすること、などである。

１.６．次年度への課題

平成19年度は、半年間という短い調査研究機関であったが、上記のようにＩＣＴ機器の活用

効果やデジタル指導案の必要性などが検証され、一定の効果を得ることができた。

一方で、①ＩＣＴ機器の設置場所や操作面の簡略化、②ＩＣＴ機器と授業での活用場面と効

果の相関の整理、③デジタル指導案のフォームの評価・検証と改善、④デジタル指導案及び教

材の検索データベースの評価・検証と改善、といった課題については継続して調査研究する必

要がある。
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２.１　本事業の背景・問題意識

２.１.１　背景・問題意識

平成19年3月に文部科学省から「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」が公表された。

同チェックリストによれば「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」として、「大型提示装置

によってコンピュータ画面上のネットワーク提供型コンテンツやデジタル教材などを提示しな

がら授業が出来ること」が教員のＩＣＴ活用指導力の要素の一つとして掲げられている。

また、同チェックリストでは、わかりやすく提示するためにプロジェクタや大型テレビを活用

できる、教科の指導で、情報機器を効果的に活用した授業の展開例を挙げることができる、わ

かりやすく説明したり、児童の思考や理解を深めたりするために、コンピュータや提示装置な

どを活用して資料などを効果的に提示する等々、大型提示装置を活用した指導が小学校共通の

評価項目として掲げられている。

しかし、それらを要素とするＩＣＴ活用指導に関しては、指導できる環境が情報教育教室

（パソコン教室）は整備されているものの、普通教室は未だ整備されていない状況である。

また、整備されていたとしても、「操作が煩雑」「多様なデバイス操作が困難」「有効な教育利

用場面がわからない」、「教材、デジタルコンテンツを使った指導案、指導例のありかがわから

ない」、「ＩＣＴの活用事例等、情報に乏しい」といった原因により、ＩＣＴ活用指導が進んで

いない状況もある。

そのため、教員のＩＣＴ活用を促進していくには、児童・生徒に対して説得力のある市販映

像コンテンツに関し、単元別の効果的指導案の提供、ＩＣＴ環境の整備、操作性の改善等を図

るとともに、それらに関する情報を教員に提供していくことが重要であると考えられる。

２.１.２　実施体制

（財）日本視聴覚教育協会と関連の全国組織である日本学校視聴覚教育連盟では、学校現場

における教材についての調査研究、及び普及促進活動を行ってきており、これまでにも学習指

導要領に沿った教材に関する資料を作成し公表している。今日、ＩＣＴが学校現場に導入され、

ネットワーク提供型コンテンツやデジタル教材が提供されてきてはいるが、各教科・領域の単

元において、学習指導に効果のある教材情報や、その活用例についての情報を、現場の教師は

持ち得ていない。ＩＣＴの活用を促進していくには、児童・生徒に対して説得力のある教材を

活用した指導案の提供や、ＩＣＴ環境の整備、操作性の改善など、活用方法を含めて情報提供

していくことが重要であると考えられる。
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調査研究の実施は、日本学校視聴覚教育連盟、ならびに視聴覚教材・教具メーカーからなる

日本視聴覚教具連合会の協力の基に推進した。

本事業を推進するにあたり、学識経験者、日本視聴覚教育協会、日本学校視聴覚教育連盟、

日本視聴覚教具連合会からなる調査研究委員会（主査・井口磯夫十文字学園女子大学教授）を

設置し、研究者・教育現場・産業界からなる推進体制を構築した。
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２.２　本事業の目的および方法

２.２.１　調査研究の概要

本年度の目的、方法および成果は以下の通りである。
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図 2-1 目的、方法および成果



２.２.２　機器導入パターン

普通教室におけるＩＣＴモデル環境の検証として、普通教室を中心としたモデル環境構成を、

教室のあり方・コスト面・環境面等から検討し、３種の「機器導入パターン」（巻末資料参照）

を作成した。10校の実践校に、このパターンのいずれかの構成で機器を導入し、授業実践等を

通じ評価・検証した。

各パターンでは、表示機器にそれぞれ異なるものを設定した。パターンＡはプラズマディス

プレイパネル（ＰＤＰ）、パターンＢはリア型プロジェクタ、パターンＣは液晶プロジェクタと

マグネット型スクリーンおよび電子黒板ユニットを用いた。各パターンにはそれぞれの表示機

器に付帯して他の機器を組み合わせ、表２-１のような構成とした。

ＰＤＰを用いたパターンＡでは、理科で実験手順を示したり、通常は体験できないことを高

精細映像で疑似体験する等の活用を想定した。設置は固定を前提とするが、専用スタンドには

キャスターもついており、同じフロアであれば他教室への移動も可能である。

リア型プロジェクタを用いたパターンＢでは、じっくりと高精細の静止画を見せる場面等に有

効である。画面への映り込み（光による反射）が少なく教室内での視認性が高い。

液晶プロジェクタとスクリーンを用いたパターンＣでは、普通教室で、教室間を移動させて

活用することを想定した。一般教室で行われるあらゆる教科の授業の中で、子どもたちの知

識・理解の補完・定着や関心・意欲の向上等に映像を手軽に活用することが可能である。イン

タラクティブユニットにより、黒板機能等も活用できる。機材やケーブル等はプロジェクタワ

ゴンに一括収納し、他教室へ移動が簡単に行えるように工夫されている。

今年度は、パターンＡを４校（小学校２校、中学校２校）、パターンＢを３校（小学校３校）、

パターンＣを３校（小学校３校）に導入実施した。

9

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

表 2-1 導入機器のパターン別構成

パターン 製 品 名 数量 仕　　様

プラズマディスプレイパネル（PDP） 1 50インチのプラズマディスプレイパネル

専用スタンド（専用金具込み） 1 上記の設置用

A タッチパネル 1 赤外線方式

VHS / DVDプレイヤー 1 DVD / VHS / CDの一体型プレイヤー

教材提示装置 1 簡易型提示装置

リア型プロジェクタ 1 50インチのリア型プロジェクタ

B
専用テレビ台 1 上記の設置用

VHS / DVDプレイヤー 1 DVD / VHS / CDの一体型プレイヤー

教材提示装置 1 簡易型提示装置

液晶プロジェクタ 1 3200ANSIルーメン / XGAリアル対応

マグネット型スクリーン 1 80型

C
インタラクティブユニット 1 超音波、赤外線方式

VHS / DVDプレイヤー 1 DVD / VHS / CDの一体型プレイヤー

教材提示装置 1 簡易型提示装置

プロジェクタワゴン 1 プロジェクタ等収納用



２.２.３　簡易型コントローラの基本仕様

授業支援コントローラの有効性の検証として、ＩＣＴ機器操作の煩雑さを軽減するコントロ

ーラを実装し、教師が必要な場面で瞬時に簡単操作できることを実証し、ＩＣＴ活用授業の促

進と授業効果について検証した。

実装したコントローラは、有線と無線のどちらのＬＡＮにも対応している。これによって設

置に場所を選ばす、他の機器と離れた場所からの操作も可能になる。機器の切り替えはほとん

どボタンひとつで操作できる。パソコン・教材提示装置・ＤＶＤ・ビデオ・テレビといった複

数の入力ソースを、簡単な操作で切り替え、大型提示装置に映し出すことができ、それを活用

した一体的な授業を実現する環境を提案する。基本仕様は、以下の表２-２のとおりである。

２.２.４　映像コンテンツの提供と学習指導案

授業実践の促進と蓄積・普及のため、モデル環境導入校において実践を促進するとともに、
活用授業の指導案と活用デジタル教材のデータベース化を進めた。蓄積にあたっては、教科・
領域・単元等による検索が可能な形での収集・蓄積を行った。この収集・蓄積はひとつの研究
調査として位置づけ、収集には、「指導案フォーマット」を用いた。フォーマットには、「授業
概要」、「本時の指導案」、「教室レイアウトイメージ」、「指導概要」、「指導にあたっての留意点」
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表 2-2 UbiqPANEL Light 仕様

UbiqPANEL Light コントロールユニット UbiqPANEL Light 操作パネル

入出力信号
NTSC コンポジット＋ステレオ音声 －

アナログRGB 0.7Vp-p 75Ω HD/VD:TTL

アップコンバータ コンポジット信号をXGA（1024×768ドット60Hz）への変換 －

対応解像度
アナログRGB VGA（640×480ドット）～ －

UXGA（1600×1200ドット）

アナログRGB入出力 高密度 Dsub15メス －

NTSC入出力 Φ3.5 4極ミニプラグ

入出力コネクタ （コンポジット＋ステレオ音声）

音声入出力 Φ3.5 3極ミニプラグ

（コンポジット＋ステレオ音声）

音声 ライン入出力挿入損失 0dB －

ＬＡＮ
RJ-45 10/100BASE-T RJ-45 10/100BASE-T（有線）、

IEEE802.11b（無線）

使用温湿度条件 5～40℃ 30～80% 5～40℃　30～80％

AC100V±10% 50/60Hz 40W ACアダプタ（26A）/内蔵電池

電源 （ニッケル水素電池×4）より供給、

1回の充電で8時間の使用が可能

外形寸法
W:400×D:330×H:58 mm（突起物を含まず） W:200×D:150×H:43 mm

（アンテナ・突起物を含まず）

重量 3.5kg 0.5kg（電池含む）



を記入するようになっている。教師からのはたらきかけについての「機能分類」の記入や「期
待される効果」のマーク等、検索時を考慮した項目を盛り込んでいる。

活用可能な映像コンテンツを探し出すことを容易にするために、小学校映像教材単元対応表
（巻末資料参照）を作成し、協力校へ配布した。対応表では、教科・学年・単元別に、提供され
る映像コンテンツの「タイトル」と「尺（映像の収録時間）」が制作社別にわかるようになって
いる。この対応表と制作社のカタログから、協力校が活用したいコンテンツを申請し、事務局
で手配の上、提供した。

これら調査研究の効果測定のために、調査研究校へのアンケート調査およびインタヴュー調
査を実施した。
ひとつには、「ＩＣＴ機器の活用効果に関する調査」として、3つのパターンの各モデル環境

を利用した教科指導について評価を行った。まず教員向けのアンケートとして、通常の授業と
比較した場合の機器活用の効果について、「知識・理解」、「技能・表現力」、「思考力」、「興味・
関心」、「コミュニケーション能力」という各点の向上、また「討論・議論の活性化」、「集中力
の持続」の点での評価を尋ねた。さらに、視聴覚機器の活用については、授業の準備段階及び
実施段階における「手間」や「負担感」について聞いた。児童生徒向けアンケートでは、機器
を活用した授業を受けたときの分かりやすさについて、興味を持ったか、集中して学べたか、
主体的に学べたか、満足感を得られたか等を尋ねた。
もう一方で、「簡易型コントローラの評価に関する調査」を行った。授業でコントローラを活

用した教師へのアンケートを実施し、「授業準備段階・授業実施段階における手間や負担感」等
の効果について尋ねた。また、コントローラの操作性や使用感を数項目に亘って尋ね、改良時
の優先度に関する意見もあわせて収集した。
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１．機器構成パターン

本プロジェクトは、単にICT機器導入の効果を検証する

のみならず、その普及促進を目指した知見を得ることを目

的としている。そのためには、どういった機器構成が活用

に適しているかを明らかにすることも重要である。そこで、

今年度は以下と図3-1に示す３つの機器構成パターンを用

意し、その効果及び普及の要件について検討した。

２．活用意図とその効果

今年度の実践で見られたICT機器の活用意図を、次ページの表3-1にまとめた。効果について

は、◎（非常に効果的）、○（効果的）、△（問題点あり）、×（効果がない）で示した。

最もよく見られたのは、①の各種コンテンツを見せる使い方である。写真や動画等のマルチメ

ディアの活用も多く見られた。パターンＡは、高解像度のきれいな映像等を見せるのに効果的だ

が、光の映り込みや画面の小ささから後ろの席からは見づらい問題があった。パターンBは、画面が

低いことが指摘されたが、床に座るような教室では効果的に使われた。パターンCは、移動が容

易であることから特にこの活用意図が多く、その評価も概ね良好であった。②書きながら説明す

ることを可能にする電子黒板装置は、一部の学校から高い評価を得た。清水（2006）［1］の調査と

同様、従来の黒板の拡張である画面に書き込めるという機能が、ＩＣＴ機器の活用効果および普

及に効果的であることが本調査でも示唆された。今回パターンＢ以外の構成にこの機能があった

が、画面と装置が一体化しているパターンＡにおいて特にこの活用が見られた。また、③視線を

集める効果や、生徒に④自分の考えを説明させるのにも、この電子黒板が活用された。これは、

稲垣ら（2007）［2］の調査でも、電子黒板の普及要件としてあげられている。教材提示装置の活用

として、⑤生徒のノートを見せる使い方が見られた。特にプラズマディスプレイ（ＰＤＰ）に提

示装置が付属していたパターンＡで評価が高く、機器が分かれている他の２パターンは使いにく

さの指摘があった。一方、⑥移動や⑦設置を気軽にできることへのニーズが多く、パターンＡは

移動の手間やフロア間の移動ができないこと、移動ができないパターンＢの活用が少ないこと、

パターンＣは移動が容易な反面、設置の手間があることが指摘された。
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3.1 ICT機器導入パターンとその活用効果
名古屋大学　佐藤弘毅

図 3-1 機器構成イメージ

○パターンA：プラズマディスプレイ ：一体型／固定（移動可）
○パターンB：リア型プロジェクタ ：一体型／固定（移動不可）
○パターンC：液晶プロジェクタ ：分離型／移動可



３．普及促進への示唆と今後の課題

以上の調査結果から、今後ＩＣＴ機器の普及を考えていく上で、以下のことが課題として考

えられる。

●各種コンテンツを見せる場合、パターンＡのように映り込みの問題に考慮する必要がある。

カーテンや設置位置など教室環境を工夫することによりある程度改善が見込まれるため、

これらのノウハウを蓄積しマニュアル化するのが望ましい。また、パターンＢのように画

面の高さにも留意する必要がある。

●電子黒板装置が必須である。今回機能がなかったパターンＢにもこの機能を追加するべき

であろう。またその際、パターンＡのような一体型が望ましく、パターンＣのような設置

の手間にも留意する必要がある。

●生徒の主体的な学習を促すためにも、自分の考えを発表する活動に電子黒板が有効である。

また、ノートを見せるための教材提示装置が必須である。その際は、パターンＢ、Ｃのよ

うな機器構成で円滑に使うための簡易コントローラの役目が期待される。

●多くの活用を期待するためには、いつでも気軽に使える環境が必要である。そのためには、

移動がしやすく、設置の手間が少ないことが望ましい。

参考文献

[1] 清水康敬（2006）『電子黒板で授業が変わる』, 高陵社書店

[2] 稲垣忠, 他6名（2007）「電子黒板の普及モデルの構築に向けた活用状況の調査」, 日本教育

工学会第23回全国大会講演論文集, pp.107-110.
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表 3-1 見られた活用意図と構成パターン別の効果

活 用 意 図
パターンA パターンB パターンC

小学校2校，中学校2校 小学校3校 小学校3校

①見せる △映り込みの問題 △高さの問題 ○

大きく映す △画面が小さい ○ ○

きれいに見せる ◎高解像度 ○ ○

マルチメディアの活用 ○ ○ ○

②書きながら説明する ○電子黒板（一体型） × △電子黒板（別装置）

③視線を集める ◎電子黒板 ○ ◎電子黒板

④自分の考えを説明する ◎電子黒板 ○ ◎電子黒板

⑤生徒のノートを見せる ○ △ △

提示装置（ＰＤＰ付属） 提示装置（別装置） 提示装置（別装置）

⑥移動する △大きい/階の移動不可 × ◎

⑦設置する △後ろの配線が複雑 ○据え置き △手間/配線が複雑



１．簡易型コントローラの必要性

簡易型コントローラは、図3-2のとおり表面のマトリックス

スイッチパネルにより、複数系統のINとOUTを操作ができる。

また、簡易型コントローラとは別に、各視聴覚機器をケーブ

ルで接続する中継機器があり、簡易型コントローラでのワイ

ヤレス操作を可能にしている。簡易型コントローラは手のひ

らよりも少し大きめのサイズで、教師が教室を机間巡視しな

がら操作することもできるが、おおむね教師卓に据え置いて

利用されている。

ワイヤレス&ポータブルプロジェクタ活用プロジェクト報告［1］には、プロジェクタを活用し

た授業実践が掲載されている。その多くはプロジェクタと教材提示装置、またはコンピュータ

を一対一に接続した授業活例である。僅かな事例ではあるが、プロジェクタに複数の視聴覚機

器を接続した活用では、視聴覚機器の切り替えはプロジェクタに装備されている切り替えボタ

ンまたは、リモコンでの操作となる。そのため視聴覚機器の切り替えに若干の時間を要する。

この時間が授業の流れを阻害して、切り替えができずに、授業が中断される場面も考えられる。

簡易型コントローラの活用は、平成19年度では活用する学校が限定された。その理由は、複数

の視聴覚機器を授業内で活用する機会がないからである。

しかし今後、プロジェクタと教材提示装置

などを利用した授業がより普及することを想

定すれば、プロジェクタに複数の視聴覚機器

を接続する可能性も増える。またプロジェク

タを含めた視聴覚機器が教室に常設される場

合を考えると、簡易型コントローラも含め、

統合的な視聴覚機器の設置を考えないといけ

ない。そのためにも、簡易型コントローラの

活用事例を集めて、その有用性を検証する必

要がある。

２．簡易型コントローラの活用例

図3-3は、教材提示装置（画面左端）とコンピュータ（画面中央）操作によるデジタルコンテ

ンツを簡易型コントローラ（画面右下）で活用している授業である。まず、教材提示装置で資

料集を大型提示装置に映し出し、次にコンピュータから資料に関連したデジタルコンテンツを

取り出し投影した。この切り替えに簡易型コントローラが利用された。この授業を参観した際

は、切り替えに時間を要さず、非常にスムーズな操作に驚いた。授業の流れが途切れない視聴

覚機器の切り替えに、簡易型コントローラは有用である。
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3.2 簡易型コントローラの必要性と活用
園田学園女子大学　堀田博史

図3-3 複数の視聴覚機器を簡易型コントローラで操作する授業風

景（東京・品川区立高輪台小学校）

図 3-2 簡易型コントローラ



一方で、複数の視聴覚機器のケーブルが露出して、教室を机間巡視する教師が手足に引っか

ける危険性がある。授業者だけではなく、児童・生徒も視聴覚機器を利用することも考えると、

余計に教師卓まわりを整理する必要がある。例えば、簡易型コントローラ等を図3-3の教師の立

ち位置に設置して、大型提示装置前に機器類を置かず、教師の視聴覚機器の操作により、大型

提示装置の映像を遮ることがないような配置を考える必要がある。

３．今後の課題

今後の課題として３つの検討を要する。

ひとつめは、近年視聴覚機器とデジタルコンテンツを組み合わせ利用する授業の効果［2］が報告

されている。今後は、授業の流れを阻害しない簡易型コントローラによる複数の視聴覚機器や

デジタルコンテンツを利用した授業実践例や機器の配置なども含めた授業デザインを検討する

必要がある。

ふたつめは、複数の視聴覚機器を利用することは、複数のリモコンが存在するので、簡易型

コントローラと視聴覚機器の各リモコンとの操作の違いを明確にすることが必要である。例え

ば、視聴覚機器の切り替えは、教師卓に据え置いた簡易型コントローラで行い、DVDコンテン

ツの巻き戻しや早送り、頭出しは標準のリモコンで行うという併用が、教師にイメージできる

マニュアルなどを検討しなければいけない。

最後は、前述したが、複数の視聴覚機器のケーブルが露出して、机間巡視する教師や児童・

生徒の手足に引っかける危険性を避けることである。複数の視聴覚機器を利用する時の教室デ

ザインが必要となる。本研究をとおした授業実践から、何らかの提案をしなければいけない。

また、視聴覚機器のケーブルが整理されることで、簡易型コントローラのワイヤレス機能が活

用されることも想定でき、簡易型コントローラの必要性が明確になる。

参考文献

[1] 高橋純・堀田龍也編著（2006）、「映せばわかるプロジェクタ活用50の授業場面」、高陵社

書店

[2] 清水康敬他４名（2006）、「ＩＴを活用した実証授業における指導の効果に関する総合的分

析評価」、日本教育工学会第22回全国大会講演論文集、pp.741-742
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１．デジタル指導案の必要性

教科指導・教育の情報化において不可欠なＩＣＴ機器・映像コンテンツの活用であるが、利

用場面／指導場面・機器利用の方法・期待される学習効果などが学習指導案として示されるこ

とは、これらの活用を促すことに繋がる。さらに、単に学習指導案を蒐集するだけではなく、

「教師がどんなコンテンツ活用が可能なのかを授業場面に引き寄せて理解できる」「授業過程で

のくふうをさらに共有してゆく」「機器の使い途・使われ方を授業を軸にして検証する」こと等

を可能にするためには、学習指導案のデータベース化が必要である。本調査研究は、研究協力

校によるＩＣＴ機器・映像コンテンツ活用場面の学習指導案略案（これを「デジタル指導案」

と呼ぶ）の作成とその共有を、研究目的の一つとしている。

２．指導案項目の設定

本調査研究のデジタル指導案では、データベ

ースとして閲覧に供することを想定して、指導

案に分類項目を設定した。校種・教科・学年・

単元・題材等、授業の概要を表す項目以外とし

ては、どんなときにメディアを使えばよいのか、

メディアを通じて教師はどのような働きかけを

するのか、すなわち「メディア活用の目的」を

軸に整理したものがこれまでのメディア活用事

例の調査研究にみられる［1］ことに着目した。

本調査研究では、このメディア（ＩＣＴ機器・

映像コンテンツ）活用の目的を指導場面におけ

るその活用の「機能」と呼ぶ（表3-2）。デジタル指導案の雛形（フォーマット）を調査研究委

員により作成し、授業者はデジタル指導案作成時に、授業の概要とともに、メディア活用場面

及び自身が意図したその活用の機能を示すこととした。

３．指導案の収集

各研究協力校へは、機器・コンテンツの導入と同時に、授業実践と同時にデジタル指導案の

作成・提出を依頼した。年度途中からの研究活動開始であったが、全10（小学８・中学２）校

から計24（小学19・中学５）件のデジタル指導案が収集できた。

４．デジタル指導案データベースの構築

本調査研究の大きな目的のひとつは、研究協力校に整備したモデル環境に応じたデジタル指
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3.3 ICT機器・映像コンテンツ活用を支援する

デジタル指導案の必要性とその共有
目白大学　藤谷　哲

表 3-2 指導場面とメディア活用の機能

番号 指導場面 機能

1
導入

動機づける

2 見せる・伝える

3 説明する・発表する

4 展開 観察させる・気づかせる

5 予想・想像させる

6
まとめ

確かめる

7 記録・整理する



導案をデータベース化し、共有を図るとともに、指導案に即したデジタル教材検索システムを

構築し普及を促進することである。このためのデジタル指導案データベースの構築を進めた。

サイトの構築方法について、本年度は、調査研究委員から依頼したフォーマットに従い授業

者がワープロを用いて記載・作成し、これを調査協力機関によりデータベースに格納して、校

種・教科・学年・単元・題材等、授業の概要を表す分類項目から検索して閲覧できるようにし

た。授業者からは、今後より多くの指導案を蓄積するためには、紙面に書いたものをデジタル

化する入力補助もあるとよい等の希望が出された。

５．デジタル指導案検索サイトのシステム要求分析

デジタル指導案（フォーマットに含まれるもの）を検索・利用する際の利便性を高めるため

にシステムに結びつけるべき付加情報を、調査研究委員・研究協力校教員らで検討した。その

結果、大別して「活用できる映像コンテンツのサムネイル」「各社教科書の章立てと学習指導要

領の各教科学習項目との対応データ」「コンテンツ利用場面・利用箇所の写真・ビデオ映像」

「学習指導案の詳案も作成した場合、そのデータ」が挙げられた。

特に、利用場面を想起しやすくする視覚的な補助（写真・ビデオ映像）は、デジタル化・デ

ータベース化した情報への付加情報としてきわめて重要であるという意見や希望・期待が多数

寄せられた。これについては、映像コンテンツの知的所有権の扱いが大切な留意点であり、ど

のような実装が可能か検討を進め、解決する必要がある。

６．考察・今後の課題

授業者によるデジタル指導案の作成過程を通じて、デジタル指導案のデータベース化に対し

て期待が寄せられると同時に、特にその授業者から多くの指摘を得たことで、今後の課題も明

らかになってきた。以下にそれらを列挙する。

○デジタル指導案に「予想される児童生徒の活動」が無い等の理由で、書きにくい・指導案か

ら授業を想起しにくいという指摘があった。機器・コンテンツの活用場面をできるだけ多く

指導案の形で集めるために適切な項目の分量と、指導案・電子教材が的確に検索できるシス

テムの構築に必要な情報量との間の兼ね合いがあり、妥当な分量を今後検討する。

○デジタル指導案ＷＥＢサイトの構築方法について、特に「指導案を参考にした授業の再展開」

の場面を想定したユーザインタフェースの改良が必要である。本調査研究では研究協力校同

士での授業の再展開・検証を進めることで、この点について取り組む。

参考文献

［1］田中博之「生活科でのメディア活用と教材開発」『視聴覚教育６月号』pp.88-91, 1992.

17

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書



４.１　視聴覚機器活用効果に関するアンケート結果の分析

今回配備された視聴覚機器について、各調査研究協力校で約半年間の授業実践を行い、その

授業実践ごとに担当教員にアンケートへの回答を依頼した。主な質問内容は以下の通りである。

１）以下の分類ごとに、（通常の授業と比較して）視聴覚機器の学習効果について４段階で評価。

また、その理由および指導場面を記述。

◇知識・理解を向上させるのにより役立った

◇技能・表現力を向上させるのにより役立った

◇思考力を向上させるのにより役立った

◇興味・関心を向上させるのにより役立った

◇コミュニケーション能力を向上させるのに役立った

◇討論・議論を活発化させる、深めるのにより役立った

◇集中力を持続させることにより役立った

２）視聴覚機器の活用に関する評価

◇授業準備段階における手間・負担感

◇授業実施段階における手間・負担感

◇視聴覚機器の活用した授業に関する感想

３）その他（自由記述）

以下、上記アンケートの結果に関して、１）視聴覚機器の効果について、２）視聴覚機器の

活用についての順に報告する。
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4.1.1 今回配備された視聴覚機器の効果について

4.1.1.1 学習効果

4.1で触れた学習効果の分類の各項目について、4：非常にそう思う、3:そう思う、2：あまり

思わない、1：全く思わないの4段階による評価を行った。

図4-1から、今回実施された実践からは「興味・関心」「知識・理解」「集中力の持続」等で効

果が高いと感じる教員が多いことがわかる。一方、「コミュニケーション能力」「討論・議論の

活発化」等の児童・生徒が自ら活動する機会に関わる部分では、その効果を感じる教員は少な

かった。
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図 4-1 学習効果（全体）

図 4-2 学習効果（機器導入パターン）

図4-2は機器導入パターン別の学習効果を分析したものである。どれも図4-1の傾向とほぼ同

様であり、機器導入パターンごとの差異は今回の結果からは特に見られなかった。
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4.1.1.2 指導場面

学習効果とともに、視聴覚機器を活用した指導場面についても調査を行った。図4-3の通り、

「説明・発表」「見せる・伝える」等の場面でより多く使われている実態が明らかになった。一

方、「記録・整理する」の活用事例は全くなかった。

指導場面の設定については、1・2を『導入』、3・4・5を『展開』、6・7を『まとめ』として

設定しており、このことから、今回の実践では主に『導入』から『展開』にかけての授業の前

半部分で視聴覚機器が多く活用されたことがうかがえた。

図4-4は機器導入パターン別の指導場面を分析したものである。Bパターン（リア型プロジェ

クタ）で「見せる・伝える」場面での活用が突出しているなど、学習効果（図4-2）と比較して

やや差異が確認できた。今回半年間にわたる実践および調査結果から得られた考察・仮説をも

とに、機器導入パターンごとの特徴について来年度さらに深める。

図 4-3 指導場面（全体）

図 4-4 指導場面（機器導入パターン）



4.1.1.3 学習効果と指導場面の相関

前述の学習効果と指導場面の結果をもとに、その相関関係を見る作業を行った。表4-1では、

各指導場面においてどのような学習効果が期待できるか（またはその逆）等の傾向をうかがう

ことができる。

「興味・関心」は、他と比較して、どの指導場面においてもその効果が期待できること、また、

学習効果のみで見ると評価はあまり高くなかった「コミュニケーション能力」「討議・議論の活

発化」も、「説明する・発表する」という指導場面においてはその効果を実感している教員が多

いこともわかった。

表4-2は実施委員による各調査研究協力校の訪問、授業参観を踏まえたコメントである。その

学習効果について「集中」「興味・関心」等に関するコメントは多く、図4-1教員へのアンケー

ト結果と類似している。

指導場面に注視することも加え、次年度も継続して実施委員による第三者評価を行い、視聴覚

機器の効果についての検証を継続する。
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表 4-1 学習効果と指導場面の相関

表 4-2 実施委員による第三者評価（効果）



4.1.2 今回配備された視聴覚機器の活用について

視聴覚機器の活用においては準備における作業負担等が課題となることが多い。そこで本事

業においても、今回配備された視聴覚機器の活用に関わる手間・負担について調査を行った。

授業の準備段階と実施段階の両者について尋ねた結果が図4-6・図4-7である。

授業準備段階では４割近くの教員が手間・負担が「増加した」と回答している。主に機器の

設置・準備に関わる意見が多い。一方「減少した」との回答も４割強見られた。これらはデジ

タルコンテンツや映像等を有効に活用することで、教材準備の時間が削減されたというものが

多かった。

授業実施段階では7割近くの教員が手間・負担が「減少した」と回答しており、授業内にお

いては視聴覚機器の活用が特に有効であることがうかがえる。

図1-7からは準備・実施を合わせ、全体的には手間・負担が減少していることがわかる。授業

準備段階で現れる手間・負担をいかに軽減していくかが課題であると言える。

22

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

図 4-5 視聴覚機器の活用における手間・負担感（1）

図 4-6 視聴覚機器の活用における手間・負担感（2）



各調査研究協力校での視聴覚機器の活用に関して実施委員のコメントをまとめたものが表4-3

となっている。複数の教室間の移動や、画面の見やすさに関わる教室内での環境づくりなど、

設置・準備面での課題は多いことがわかる。また、機器導入パターンごとに取り扱いに差が出

るため、その観点を踏まえた整理が必要不可欠になっている。

図4-8は、本年度の視聴覚機器の活用についての満足度の結果である。全般的には満足度が高く、

その有効性も実感している教員が多い。つまり、前述した授業準備等における手間・負担を感

じている教員は多いが、一方で活用に関する全般的な満足度は高いことがうかがえる。

本年度の活動内容が半年間という限られた期間であったことも踏まえ、これまでの分析結果を

もとに、継続調査の実施および有効性の詳細な検討が次年度以降の課題となる。
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表 4-3 実施委員による第三者評価（活用）

図 4-7 視聴覚機器を活用した授業に関する率直な感想



4.2 コントローラの評価に関するアンケート結果の報告

本事業では、今回配備された複数の視聴覚機器をより有効かつ円滑に活用するために、それ

らの操作を支援する簡易型コントローラを導入し、検証を行った。

4.1の視聴覚機器の活用効果に関する調査と同様、毎授業実践後に各担当教員に簡易型コント

ローラの効果についてのアンケートへの回答を依頼した。主な質問内容は以下の通りである。

１）簡易型コントローラの効果について

２）簡易型コントローラの改良について

３）その他、自由記述

以下、上記アンケートの結果に関して報告する。

4.2.1 簡易型コントローラの効果について

簡易型コントローラを用いた視聴覚機器の活用についてその手間・負担を聞いたところ、授

業準備段階は負担増（約5割）となっているものの、授業実施段階では負担減（約8割）となっ

た（図4-9）。

また、同じく授業の展開について聞いたところ、約9割の教員が、授業の展開が「スムーズ

になった」との回答だった（図4-10）。

以上から、特に授業内において、視聴覚機器に関する操作に関して簡易型コントローラが有

効にはたらいていることがうかがえた。
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図 4-8 簡易型コントローラ活用における手間・負担



4.2.2 簡易型コントローラの改良について

簡易型コントローラの改良点については大きくハード面と機能面とに要望が分かれた。

まずハード面については「小型化」が最も多く、教室内の教卓等に置くためにさらに小さい

形態の方が便利であるという声が見られた。次に機能面については「ＡＶ機器の操作」といっ

た機能性や「ボタンの使いやすさ」といった操作性を求める声が多かった。特にＡＶ機器の操

作については、現状ではプロジェクタやＰＣ等の画面切替えのみとなっており、ＤＶＤプレー

ヤーの再生・早送り等が加わればコントローラを活用する場面も増えるという意見が主だった。

簡易型コントローラの改良にあたっては、上記の結果に加え、授業内のどの場面でどのよう

な操作でコントローラを必要とするのか、そのニーズをより具体的に検討することが必要不可

欠である。
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図 4-9 簡易型コントローラ活用における授業の展開

図 4-10 簡易型コントローラの改良点



4.2.3 簡易型コントローラに関する自由記述

表4-4は、今回の実践から得られた簡易型コントローラの活用に関する自由記述を一覧にまと

めたものである。前述のグラフ等で見られたように、簡易型コントローラによって授業展開が

スムーズになったという意見もある一方で、一部、本年度は有効に活用できなかったという意

見も見られている。こういった意見は実施委員によるヒアリングでも多く聞かれており、実際、

簡易型コントローラについては活用した学校と活用しなかった学校とに大きく二分される傾向

が本年度は見られた。

活用した学校は、主にコンピュータ画面と教材提示装置等の画面との切替えのために用いて

いることが多かった。特にＩＣＴ機器の活用に不慣れな教員が活用している事例が多く見られ

た。一方、活用しなかった学校の理由には、「切替えのみであればコントローラを使う必要はな

い」「複数の機器を一度に使う機会はあまりない」などが挙がっており、単に切替え装置として

ではなく、複数あるＩＣＴ機器のリモコンとしてそれをとらえた場合、現時点では有効活用は

難しいという意見だった。特に後者については、今回貸し出した機器一式（Ａ/Ｂ/Ｃ各パター

ン：プロジェクタ、教材提示装置、電子黒板等）を毎回の授業で設置・準備することへの負担

感も影響しており、簡易型コントローラの活用に関連することとして、それらをより簡易に活

用できる環境づくりへの要望が多くあがっていた。

上記を踏まえ、来年度の活動には、複数のＩＣＴ機器を日常的に活用できる環境づくりの検

証と、その中での簡易型コントローラの検証が必要であると考える。
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表 4-4 簡易型コントローラの活用における感想



本事業にて実践された視聴覚機器を活用した授業事例を収集・蓄積することを目的とし、デ

ジタル指導案フォーマット、および、それらを登録・検索可能なWEBサイトを構築した。

5.1 デジタル指導案フォーマットの設計・開発

本事業の主な目的は、視聴覚機器の授業での活用実践をデジタル指導案としてまとめ、収

集・蓄積、公開していくことにある。そのため、初年度の作業としてデジタル指導案のフォー

マットの開発を行った。
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図 5-1 デジタル指導案フォーマット



５）指導に当たっての留意点
視聴覚機器の活用に関して指導において有効だと思われる点（またはその逆）等について
記入

各調査研究協力校での半年間の実践を通して、フォーマットの改善に対しては表5-2のような
意見が挙がっている。
実施委員のヒアリング等も含めて多かった意見としては、視聴覚機器と合わせて活用した教

材・コンテンツの情報も掲載する必要がある、実際の授業の映像など視覚的にわかりやすいも
のがあると良い、などがあった。一方、デジタル指導案の作成にあたっての学校の作業負担を
懸念する声も多く、掲載する情報の度合いと学校の作業負担とのバランスを考慮し、掲載すべ
き情報についてあらためて熟考することが不可欠である。

これらを受け、次年度の改良を検討する。
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デジタル指導案は大きく以下の5つで構成されている。（デジタル指導案記入例については巻末
7.2-2（P43～）を参照）

１）授業概要
学校種・教科・学年、単元名、指導計画等の基本情報を記入

２）本時の指導案
本時の目標に対して、どの視聴覚機器・教材をどのように活用するかを記入

３）教室レイアウトイメージ
プラズマディスプレイパネルやリア型プロジェクタの配置など、教室内の視聴覚機器の活
用状況について記入

４）指導概要
「学習活動」を軸に、視聴覚機器の活用について「機能分類（表5-1参照）」「期待される効
果」「使用機器・コンテンツ」の観点から記入

表 5-1 機能分類表（指導場面に関する分類表）



5.2 デジタル指導案に基づく実践事例の収集・蓄積

本年度は各校（小学校8校、中学校2校）2事例ずつ、計20事例の収集を目的として実施した。

結果、収集できた実践数および教科別分類は以下の通りである。

理科・社会での実践が多く、特に理科については機器と同時に配布したDVDやVOD等の教

材映像が併用されたことも影響している可能性がある。一方、主要5強教科で見ると国語・英

語の実践が少なかった。

初年度という背景と、実質的な実践期間が半年であったことを考えると、この結果から教科

ごとの視聴覚機器活用の有効性を見ることはできない。本年度の実戦経験や成果を踏まえ、次

年度に実践数を増やすとともに、教科ごとの活用の度合いを検証していく。
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・情報の記載はできるだけ視覚的に理解できるものが良い。（教室全体の様子が

わかる情報提示など）

・ＩＣＴ利用の効果を自由記述で書ける「特記事項」欄があるとよい。

・視覚的な補い（授業の様子の動画像等）があると、デジタルであることの価値

があるのではないか。

・使用した教材・コンテンツの情報も含めて提示してほしい。

・視聴覚機器を前提とするのではなく、単元を前提とすることが大事。授業であ

る単元を教えるためにデジタル指導案を検索し、結果、その授業の実践のため

に必要となるコンテンツや機器が明確にされているべき。

・「導入で使う」等、利用場面（どこで使うか）を整理していくべき。コンテン

ツの「見せっぱなし」を防ぐ意味で、『こういう場面で、このコンテンツの、

ココを使う』という対応づけを明らかにしながら情報を蓄積すべき。

・紙面に書き留めた指導案を、デジタル化する時間が学校現場では確保できにく

い。（学校側はデジタル指導案に必要な情報だけを揃えて、学校外の補助者がそ

の情報を入力する方法も検討が必要になる。）

・実践数の増加にともない『良い教案』を選別する必要がある。

・啓発的な意味では詳案、多数蓄積するためには略案が理想的。今後の指導案蓄

積の方針としてどちらがよいかは難しいところである。

・他の教員の指導案はあまり見ない。しかし、大量に若い教諭が採用される中で、

参考となる指導案がデジタルで存在している意味は大きいのではないか。

表 5-2 デジタル指導案の改良について

フォーマットの様式につ

いて

フォーマットに掲載され

る情報について

デジタル指導案の

方針について

デジタル指導案DBの運

用について

その他

表 5-3 デジタル指導案の収集結果（平成19年度）



5.3 デジタル指導案WEB検索サイトの設計・開発

デジタル指導案のフォーマットに基づき、デジタル指導案WEB検索サイトを構築した。

以下、上記を含めた本事業サイトについて報告する。主に、以下の3つの項目から構成されて

いる。

１）TOPページ

２）事業概要、実施体制

３）デジタル指導案の登録・検索（平成20年度は本事業関係者内のみの閲覧）

5.3.1 TOPページ

本調査研究事業「デジタル指導案を用いたICT機器の活用に資する調査研究サイト」のTOP

ページでは「事業概要」「実施体制」「調査研究協力校」等の事業概要が閲覧できる。また、右

下のログインボタンから、デジタル指導案DBへのアクセスが可能となっている（平成20年度

は本事業関係者内のみの閲覧。平成21年度以降については今後検討予定。）。
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図 5-2 TOPページ



5.3.3 デジタル指導案の登録・検索

各調査研究協力校は、図5-4のログイン画面にて付与されたID・パスワードを入力すること

で、デジタル指導案DBにアクセス可能となる。

図5-5は登録画面イメージである。デジタル指導案フォーマットと同一の形式となっている。

指導案のタイトル、教科、学年、単元名、指導計画等の基本情報を入力し、活用した視聴覚機

器やコンテンツ、ならびに指導場面を入力する。

さらにレイアウトイメージの画像データ、指導概要のファイルデータを添付する。
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5.3.2 事業概要

本事業の主旨、目的および調査方法について掲載している。実施体制や調査研究協力校の情

報もここから閲覧可能となっている。

図 5-3 事業概要

図 5-4 ログイン画面
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デジタル指導案の登録イメージは以下の通りである（図5-6）。
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図 5-5 指導案登録画面



次ページの図5-7が検索画面イメージとなる。ここでは「国語」「5年」を検索キーとして入力
し、その結果一覧が表示されているイメージ図となっている。

検索一覧から「詳細」ボタンを押すと、デジタル指導案詳細画面に遷移する（図5-8）。各校
が登録した内容をもとに、上から基本情報、レイアウトイメージ、指導概要ファイルの順に表
示される。指導概要ファイルを押すと、P28デジタル指導案フォーマット中の指導概要がダウン
ロード可能となる（本報告書で提示している画面はサンプルであり、記載されている学校名・
指導案内容についても実際のものとは異なります。）。
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図 5-6 指導案登録画面（イメージ）



本データベースは平成19年度末に構築を終え、平成20年度より運用開始する。各調査研究協

力校からの意見・要望を受けて、継続しての修正・改良を検討していく。
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図 5-7 指導案検索画面

図 5-8 指導案詳細画面



平成19年度の調査研究実施の結果、① ＩＣＴ機器の設置や操作面の簡略化 ② ＩＣＴ機器と

授業での活用場面及び環境と効果の相関整理 ③ 指導案フォームの評価・検証と改善 ④ 検索Ｄ

Ｂの検証・評価、改善、これらが引き続き取り組むべき課題点として上がった。

したがって平成20年度の調査研究は、「コントローラを含む機器導入モデルを教室に常設す

ることで、設置・準備への負担が大きく軽減され、普通教室におけるＩＣＴ活用は飛躍的に向

上する」、「授業におけるＩＣＴ教材を活用方法や場面、効果などを明確化し、具体的に提示す

ることで、教員間におけるＩＣＴ活用能力差が均質化され、ＩＣＴ活用が飛躍的に向上する」

という２つの仮説を設定し、これに基づいて実践授業を行った教師に対するアンケート及びヒ

アリング等による調査を実施する。

本事業の原点の問題意識でもあるところであるが、視聴覚教材を含むＩＣＴ教材は多くの

学校で活用できる状況にありながら、必ずしも効果的に活用されていない現状がある。本調査

研究により、課題解決及び仕組みの構築が行われ、その成果をデジタル指導案として広く共

有・普及することで、全ての小中学校現場におけるＩＣＴ教材活用を促進し、豊かな教育環境

の実現に寄与すると考える。

継続して取り組む具体的内容は、次の３点である。

（1）ＩＣＴ機器の普通教室モデル（可搬式ユニット）の開発
・コントローラを含むＩＣＴ機器の導入モデルを検証する。

・一式で複数の普通教室での活用が可能となるような導入モデル（可搬式ユニット）を提供・検証

する。これにより、授業前の設置・準備における負担を大幅に軽減することを目的とする。

・複数のＩＣＴ機器とそれ１つで容易に操作可能な簡易型コントローラをあわせて検証する。

（2）ＩＣＴ機器・教材活用モデル（活用場面・方法）の検証および提案
・ＩＣＴ機器・教材の活用場面（指導場面）を抽出する。

・各ＩＣＴ機器の導入モデルごとに特性があれば抽出し、モデル別に整理する。

・学習効果の測定を行い、活用場面や方法の有効性を検証するとともに、教室環境との関連に

ついても検討する。

（3）デジタル指導案の開発、登録・検索ＤＢの構築
・機器、教材（映像コンテンツ）、活用方法、場面、効果などを網羅した指導略案の開発および

収集を行う。

・デジタル指導案の登録・検索ＤＢを試験的に運用・評価。検索機能や表示方法などの見直

し・改善を行う。
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財団法人日本視聴覚教育協会　事務局



これら３点はそれぞれが独立した内容ではなく、段階的な研究として設定されている。つま

り、機器・教材活用のための条件整備、機器・教材活用モデルの抽出検証、この２つの研究を

前提とし、その成果としてデジタル指導案データベースの開発・構築が同軸上に展開し、最終

的に普通教室におけるＩＣＴ機器・教材活用の普及・促進へとつながるように研究方略を設定

している。

まず、本事業では複数のＩＣＴ機器・教材（パソコン、プロジェクタ、大型提示装置、教材

提示装置、映像再生装置、電子黒板、映像コンテンツなど）を授業場面に応じ、組み合わてせ

利活用することによる効果の検証をする。そのため平成19年度に引き続き、複数の機器を可能

な限りワンタッチオペレーションで操作可能な簡易型コントローラ、および機器準備の負担を

軽減する可搬式ユニットを併せて提供し、「授業内における活用場面」に加え「設置・準備」の

両面からその有効性や効果を検証する。

一方で、普通教室におけるＩＣＴ機器・教材の活用が授業場面に応じて、より促進されりこ

とを目的とし、授業内でＩＣＴ機器の活用が有効と考えられる指導および学習場面を抽出し、

学習効果との関連で検証する。また、大型提示装置の種別及び設置位置と視認性に着目し、学

習効果との関連性を検討する。これらにより活用場面や教室環境との関連による利活用の効果

を検証する。

これらの調査研究を、平成19年度と同様に協力校10校の協力を得て進めていく。

同時に、上記２つの調査研究を踏まえ、教師が授業の必要な場面で、必要なＩＣＴ機器・教

材を有効活用できるよう、必要な情報をコンパクトにまとめた「デジタル指導案」を開発し、

協力校10校の授業実践の内容を登録し蓄積することで、ＤＢを構築する。指導案のフォームに

ついては、必要な情報が書き込み易く取り出しやすいように工夫・改善を図り、機器、教材

（コンテンツ）情報、活用方法、場面、効果などを網羅した指導案を開発・収集する。また、新

学習指導要領を踏まえた教科単元への対応等も考慮しながら、実践成果の蓄積と共有化を図っ

ていく。このＤＢを利用することによって、授業準備段階での負担感の軽減、授業場面に応じ

たＩＣＴ機器の活用方法、教材についての情報などを教師が得、ＩＣＴ機器の活用を促進させ

ることが期待される。
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7.1 巻末1（実施体制関連資料）

7.1.1 実施委員会および調査研究協力機関

（順不同、敬称略）
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【調査研究委員会委員】
氏名 所属・役職

井口　磯夫 十文字学園女子大学人間生活学部児童幼児教育学科　教授

堀田　博史 園田学園女子大学未来デザイン学部文化創造学科　准教授

藤谷　哲 目白大学経営学部経営学科　専任講師

佐藤　弘毅 名古屋大学留学生センター　専任講師

津田　秀明 日本視聴覚教具連合会　代表常任理事

岡部　守男 財団法人日本視聴覚教育協会　常務理事

【文部科学省・企画評価委員会委員】
氏名 所属・役職

関　裕行 国立教育政策研究所教育研究情報センター長

高橋　参吉 千里金蘭大学人間社会学部　教授

【財団法人日本視聴覚教育協会】
氏名 所属・役職

下川　雅人 財団法人日本視聴覚教育協会　事務局長

佐藤　正 財団法人日本視聴覚教育協会　事務局次長

久永　直人 日本視聴覚教具連合会　事務局次長

郡谷　寿英 財団法人日本視聴覚教育協会

【調査研究協力機関】
氏名 所属・役職

佐藤　喜信 株式会社内田洋行　教育総合研究所

梅香家　絢子 株式会社内田洋行　教育総合研究所



7.1.2 協力校一覧、協力教育委員会一覧
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学視連区分 学校名 所在地 TEL FAX

宮城県 学校視聴覚教育連盟 1 栗原市立大岡小学校 
〒989-5506 
宮城県栗原市若柳字大林東千刈1

0228-32-2324

東京都 小学校視聴覚教育研究会 

2

3

足立栗ツ花畑第一小学校 
〒121-0061 
東京都足立区花畑1-29-1

03-3884-0726 03-3884-0727

港区立高輪台小学校 
〒108-0074 
東京都港区高輪2-8-24

03-5447-0616 03-5447-5335

愛知県 学校視聴覚教育研究会 

8

9

岡崎市立羽根小学校 
〒444-0813 
愛知県岡崎市羽根町池脇24-2

0564-51-1795 0564-51-1667

岡崎市立甲山中学校 
〒444-0015 
愛知県岡崎市中町北野東20-1

0564-22-2664 0564-22-2665

東京都 中学校視聴覚教育研究会 4 大田区立大森第三中学校 
〒143-0024 
東京都大田区中央4-12-8

03-3773-3995 03-3773-3996

川崎市 学校視聴覚教育研究協議会 5 川崎市立住吉小学校 
〒211-0033 
神奈川県川崎市中原区木月祇園町17-1

044-422-5444

横浜市 学校視聴覚教育連絡協議会 6 横浜市立日限山小学校 
〒233-0015 
神奈川県横浜市港南区日限山2-16-1

045-841-6561 045-841-8793

名古屋市 小中学校視聴覚教育協会 7 名古屋市立森孝東小学校 
〒463-0033 
愛知県名古屋市守山区森孝東1-442

052-774-2872 052-776-4954

大阪市 小学校教育研究会視聴覚部 10 大阪市立清水丘小学校 
〒558-0033 
大阪府大阪市住吉区清水丘2-9-41

06-6673-1101

No



７.２巻末2（データ集）

７.２.１　アンケート・指導案の実践および回収結果

●授業実践（一覧）
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●アンケート・指導案回収結果（一覧）
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７.２.２　デジタル指導案

●デジタル指導案一覧

●機能分類表
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 友情・親切・思いやり

実施日時 2007年10月22日 11：35～12：20（４時間目）

学校種・教科 小学校・国語 学年・人数 ３年・37名 授業担当者 松本　武

単元・題材名 花さき山

「花さき山」の物語を見て、どんな行いが花を咲かせたのかを考え、他人に対する思いやりの
単元・題材の目標

気持ちや態度を育てる。

指導計画 １）花さき山を視聴して、自分の生活を振り返る。【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
花さき山の動画を視聴して、我慢の気
持ちや友だちに対する優しい気持ちを
育てる。

電子黒板を使い、動画で花さき山の物
語を見せることにより、花さき山の内
容を分かりやすく理解させる。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

今までの生活の中で自分勝
手な行動をとったことや人
に迷惑をかけたことがない
かを考える。

花さき山の物語を視聴する。

主人公の行動を思い出しな
がら、どのような行動が花
さき山に花を咲かせるのか
を考える。

自分の普段の生活を振り
返って、自分の行いや友
だちの行いの中で、今ま
でにした花さき山に花を
咲かせるような行動を考
え発表する。

2

6

・ワークシートを用意して、
考えをまとめやすくする。

・主人公だけでなく、物語
にでてくる登場人物の行
動を思い出しながら、考
えられるようにする。

・花さき山の絵を画面に映
し、子どもたちが良い発
表をするごとに花を一つ
ずつ増やしていく。

○

○

リア型プロジェクター
電子黒板
ノートパソコン
HDD
デジタルコンテンツ
小学校道徳「花さき山」

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

映像で作品を視聴する事により、集中して学習に参加できる。
パワーポイントを使い、画面に花を次々と咲かせる事により、発表する意欲が向上する。

視聴覚機器活用
（映像を見せる）

視聴覚機器活用
（花さき山に花を咲かせる）

普通教室小学校3年・国語 リア型プロジェクタ・PC・デジタルコンテンツを活用

黒
　
　
板

大
型
モ
ニ
タ
ー

児童（床に座って、学習しました）
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実施日時 2007年11月14日 10：40～11：25（３時間目）

学校種・教科 小学校・国語 学年・人数 ５年・39名 授業担当者 小黒　雅美

単元・題材名 考えをまとめて書こう

単元・題材の目標
身近な問題について、理由や根拠を明確にして討論することができる。また、いろいろな角
度から自分の考えを整理し、筋道を立てて文章を書くことができる。

１）電子メールと手紙について話し合う。
２）電子メールと手紙の良い点と問題点について調べよう。

指導計画
３）電子メールと手紙の良さや問題点についてディベート型立場討論をしよう。【本時】
４）自分の考えが読み手に伝わるように意見文を書こう。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
理由や根拠を明確にして自分の考えを
聞き手に分かりやすく表現することが
できる。

プラズマディスプレイを利用し、自分
たちが調べてきた「電子メール」「手
紙」の良い点や問題点の資料の提示を
行う。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

本時の学習課題「賛成・反
対、これからは手紙より電
子メールの時代」を確認す
る。

手紙派、メール派に分かれ、
資料を活用して自分の意見
を述べる。

最終意見を決め、理由を添
えてワークシートに書く。

5

40

45

3

・前時までの意見の分かれ
方をフロアー代表に発表
させる。

・意見発表の際には根拠と
なる資料を提示させ意見
を述べさせる。

・討論後の自分の最終意見
をワークシートにまとめ
させる。

○
プラズマディスプレイ
（電子黒板）
ノートパソコン
携帯電話
ビデオ

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

討論にあたって、自分の意見を述べる際に、根拠となる資料や画像をプラズマディスプレイ（電子黒板）に映し
出すことで、より説得力のある説明の仕方ができ効果的であった。また、インタビュー場面の映像などを拡大で
きたことで臨場感あふれる提示が可能になった。

視聴覚機器活用
（討論の場面で）

普通教室小学校5年・国語 小学5年・国語　プラズマディスプレイ（電子黒板）・PCを活用
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2007年11月15日 13：40～14：25（５時間目）

小学校・教科 小学校・社会 学年・人数 ３年・25名 授業担当者 松本　典之

単元・題材名 どこで買うの、そのわけは何だろう

単元・題材の目標

１）買い物調べをしよう（２時間）
２）スーパーマーケットを利用する人が多いのは？秘密を探ろう（８時間）

指導計画
３）スーパーマーケットの工夫をまとめよう（２時間）
４）くらしを支えるいろいろな店を知ろう（２時間）【本時】１時間目

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
スーパーマーケット以外のお店の形態や
工夫、よさを知る。

リア型プロジェクタを利用して、実際の
商店街の様子等を映像で紹介する。本校
学区域には適当な商店街がないため、こ
の映像によって理解を深める。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

前時までの復習
（スーパーマーケットにお客
さんが集まる理由を確認）

スーパーマーケット以外に
利用するお店を考える。

それぞれのお店の特徴を映
像を見て考える。

その他に調べたいことを確
認し、次時につなげる。

15

20

35

45

1

4

・普段の生活や買い物調べ
の結果を想起させ発言を
助け、コンビニエンスス
トア、商店街、移動販売
車、宅配サービスを挙げ
る。

・それぞれの特徴的な写真
を紹介し、そのお店の工
夫に気づかせる。

○

○ ○

リア型プロジェクタ
スーパーマーケット見学
に行ったお店の映像（自
作）

リア型プロジェクタ
足立区内の商店街の映像
（自作）

地域の人々の生産や販売について、地域には生産や販売に関する仕事があり、それらは自分
たちの生活を支えていることや地域の人々の生産や販売に見られる仕事の特色及び国内の他、
地域などとの関わりを見学したり調査したりして調べ、それらの仕事に関わっている人々の
工夫を考えることができる。

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

本単元は、多くの人がスーパーマーケットで買い物をする秘密を探り、販売者の仕事の工夫や地域との関わ
りを考えさせる授業である。本時はスーパーマーケットの秘密を探った上で、さらにその他のお店で買う場
合を考える発展的学習である。本校の学区域は住宅地のため商店が少なく、商店街が存在しない。児童によ
っては、商店街そのものを知らない子どももいる。そこで、今回は足立区内の商店街を撮影し、大画面で子
どもたちに見せることで理解を深めることをねらった。

視聴覚機器活用
（スーパーマーケットの
工夫を紹介する場面で）

視聴覚機器活用
（商店街紹介の場面で）

多目的教室小学校3年・社会 小学3年・社会 リア型プロジェクタ・自作映像を活用
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 考 技 知

実施日時 2008年１月21日 ９：40～10：25（２時間目）

学校種・教科 小学校・社会 学年・人数 ３年・34名 授業担当者 三瀬下裕子

単元・題材名 昔のくらし（いろいろな道具）

単元・題材の目標

１）資料館を見学し、関心をもったことを話し合い課題をつかむ。
２）昔の道具と今の生活との違いや、それによる生活の違いを調べる。【本時】

指導計画 ３）調べたことをもとに、昔の道具と今の道具の違いをまとめる。
４）人々のくらしと道具の移り変わりについて調べる。
５）道具の他に、地域に古くから伝わるもの（行事、文化財）がないか調べる。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標 昔の道具に興味をもち、その使い方や今の道具とのかかわりや違いを知る。

プラズマディスプレイと教材提示装置、デジタルコンテンツを用いてそれぞれの道具
の使われ方を提示し、思考の導入を図る。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【指導概要】

昔の古い道具を見て何に使
われていたか考える。

古い道具を実際に使ってい
るシーンを見る。

これから調べていきたい道
具について考える。

0

45

2

3

・道具の名前を知りどのよ
うなことに使っていたか
を自分なりに考え、関心
をもつ。

・映像から道具の使い方を
見、道具への関心を高め
るとともに自分で調べて
みたいことを考える。

○

○ ○

プラズマディスプレイ
教材提示装置
デジタルコンテンツ学研
社会科資料

（関心意欲態度）昔の道具やくらしに関心をもち、地域の文化財や行事を調べようとする。
（思考判断）昔の道具の使い方などのついて今の生活を比べながら調べている。
（技能表現）昔と今の道具の違いや、使った頃の生活が分かるようにまとめることができる。
（知識理解）道具の移り変わりからよりよいくらしを願う人々の願い、思いがあることが分かる。

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

教材提示装置で資料を提示するとともに、デジタルコンテンツ内の社会科学習資料を用いて実際の使われ方
を示すとともにコントローラーを用いて相互の切りかえを効率的に進める。

普通教室小学校3年・社会 小学校3年・社会　プラズマディスプレイ・教材提示装置・デジタルコンテンツを活用
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多目的教室

実施日時 2007年10月3日 13：50～14：35（５時間目）

学校種・教科 小学校・社会 学年・人数 ４年・28名 授業担当者 清水　義雄

単元・題材名 大和川の付け替え

単元・題材の目標 大和川の付け替えについて理解することができる。

１）大和川の今と昔【本時】
２）大和川の付け替え
３）人々の願いと中甚兵衛の取組み

指導計画
４）付け替え後の人々の暮らし
５）付け替え時点の見学
６）まとめたことを発表しよう

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標 大和川はなぜ付け替えられたのかを考える。

リア型プロジェクタでデジタルコンテンツを使
って子どもたちがねらいに迫れるようにする。ま
た、子どもの表現・発信活動に活用する。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【授業風景】

【指導概要】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

大和川について知っている
ことを発表する。

大和川は付け替えられた川
だということを知る。

映像を見て、大和川が付け
替えが行われた理由を考
え、発表する。

自分達の発表が正しかった
かをこれからの学習で行う
ことがわかる。

10

25

35

45

グーグルマップを提示し、
大和川について知っている
ことを発表する

昔と今の川の流れをデジタ
ルコンテンでとらえさせる。

・昔はくねくね曲がってい
て洪水が起こりやすかっ
た。
・「今の川筋の人が水がほ
しかった」等の意見を出
させる。

このような意見が出るよう
に、映像を観るときに助言
を与える。

次時の予告を行う。

○ ○ リア型プロジェクタ
グーグルマップ

リア型プロジェクタ
NHKデジタルコンテンツ

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

本授業では、グーグルマップやその他のデジタルコンテンツをリア型プロジェクタで提示した。それにより、ふ
だんは授業に集中しにくい児童も最後まで集中して授業に取り組むことができた。しかし、大きなディスプレイな
ので移動が困難であった。

視聴覚機器活用

視聴覚機器活用

小学校4年・社会 リア型プロジェクタ・Webコンテンツ・デジタルコンテンツを活用

2

4
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2007年10月26日 13：50～14：35（５時間目）

学校種・教科 小学校・社会 学年・人数 ５年・36名 授業担当者 児玉はるみ

単元・題材名 くらしの中の情報「だれがどんな情報を」

単元・題材の目標

１）自分自身や家族がどんな情報をどのような情報手段を使ってどのように利用しているの
だろう。

指導計画
２）地域の商店や工場、公共施設などでは情報をどのように発信したり利用したりしている
か実際に調べ、報告会で教えあう。

３）実際に地域の商店や工場・公共施設などを訪問し、情報発信や情報活用の方法などにつ
いて取材する。

４）報告会を開き、取材した場所ごとに情報手段や利用の方法などについて報告しあう。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
取材してきたことを報告しあい、わかったことや共通することなどを考えることがで
きる。

教材提示装置・プロジェクター・児童が収集した資料の投影
利用システム・コンテンツと
目標との関連

【指導概要】

本時のめあての確認。

それを基に自己評価。

調べたことを報告する。
（コンビニ・酒屋グループ）

自分たちのグループとの共
通項や質問をする。

5
3

4

5
6

・互いに学びあう場である
ことを確認。

・ＰＯＳシステムについて
は、図や写真、映像を使
用してわかりやすく説明
できるようにする。

○ ○ ○

○
○

教材提示装置
液晶プロジェクタ

バーコード
コンビニの写真等
児童が収集した画像や実
物資料

各産業や日常生活の中での情報活用の工夫を調べ、自分たちの目的や必要に応じて情報を生か
していく姿勢が大切であることを理解する。また情報の適切な収集や活用、発信や伝達の仕方
で気をつけていく事柄などについて考えを深め、それらの能力や態度として身につけていくこ
とができるようにする。

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

調べた事柄が大変わかりやすく、知識理解に役に立ったと考えられる。
伝達する側、伝達を受ける側、双方に思考の場があり、情報活用能力も育成されていると考えられる。

教材提示装置を発表の場
面で調べた資料の提示に
活用

普通教室小学校5年・社会 液晶プロジェクタ・教材提示装置を活用
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実施日時 2007年11月22日 13：50～14：35（５時間目）

学校種・教科 小学校・社会 学年・人数 ５年・38名 授業担当者 石橋のり子

単元・題材名 わたしたちのくらしを支える情報

単元・題材の目標 番組作りを通して、正しい情報発信の能力を身につけることができる。

１）身のまわりの情報
２）ニュース番組を作る人たち

指導計画
３）情報化社会を生きる
４）ビデオ番組を作ろう【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
ビデオ制作にあたってデジタルカメラで取材した
写真を取捨選択し、それをもとに撮影台本をつく
る。

リア型プロジェクタでカット割りを児童が提示し
たり、完成したビデオ番組を鑑賞する。それによ
り、他のグループの互いの工夫しているところや
改善点を発見することができる。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

前時までの学習活動の確認

番組制作の留意点を確認

各グループの発表

発表に対する意見交換

次時の活動内容を聞く

グループに分かれてカット
割りについての話し合い

各グループで選んだ場面の
説明文を書く

10

25

35

45

3

・前時までの学習を想起さ
せる。

・「正確に」「早く」「わか
りやすく」という３つの
観点をおさえる。

・伝えたい内容、相　手、
カット割りの順番を考え
るようにする。

・簡単な言葉で選んだ場面
を書くように助言する。

・番組の内容、カットを選
んだ理由を紹介できるよ
うにする。

・互いのよいところを見つ
けるようにする。

○ ○ 教材提示装置
リア型プロジェクタ

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

カット割りを発表するときに教材提示装置とリア型プロジェクタを使用した。各グループで選んだ６～９枚の写真
を並べて映し出すことができ、選んだ理由を画面を指し示しながら発表したり、聞いたりすることができた。

視聴覚機器活用

多目的教室小学校5年・社会 リア型プロジェクタ・教材提示装置を活用



実施日時 2008年１月30日 14：50～15：30（６時間目）

学校種・教科 小学校・社会 学年・人数 ６年・34名 授業担当者 河合　泰宏

単元・題材名 わたしたちの願いを実現する政治（13時間）

・人々の願いと政治の働きとの結びつきについて関心を持ち、進んで調べることができる。

単元・題材の目標 ・資料を読み取り、人々の願いと政治の働きとの結びつきについて調べることができる。
・人々の願いと政治の働きとの結びつきについて知ることができる。
・自分が調べたことを他の子どもたちと伝え合い、人々の願いと政治の働きとの結びつきについて考えることができる。

１）公共施設（図書館や子どもの家などみんなが使う施設）は、どのようにしてつくられたのだろうか（1）
・岡崎市にある公共施設
・どのような公共施設があると良いか考える
・願いを実現させるための手立てを考える
２）生涯学習センターが建設されるまでを図にまとめる（1）
・生涯学習センターがつくられるまでをまとめる
・生涯学習センターをつくる費用について考える
３）生涯学習センターは税金でつくられたのか（1）
・いろいろな税金
・税金の集められ方・使われ方

指導計画 ４）国会は何を行っているのだろう（2）
・国会の主な仕事
・法律ができるまで
５）もう一度「公共」と政治について考えよう（3）
・災害に対しての国会の働き
・災害に対してどのような対策がしてあるのか身近なことから調べる(調査活動)
・調べたことをまとめる
６）災害から人々を守る（4）
・災害から自分たちを守るためにどうしたら良いか考える（調査活動）
・立場(市民、消防、自治体など)ごとに、調べたことをまとめる
・調べたことを発表する
・討論課題「羽根学区の災害対策は大丈夫なのか」について、調べたことをもとに話し合う【本時4/4】
・市役所の人に自分たちの願いを聞いてもらう
７）政治の働きを考える（1）
・災害が発生したときの政治の働きについて考えたことをまとめる

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書
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【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

・災害対策について自分が調べたことや友達が調べたことをもとに、進んで話し合いに参加す
ることができる。

・政治が自分たちが災害に見舞われたときに大切な働きをしてくれることや、災害に対して自
分たちでも十分な準備をしていかなければならないことを考えることができる。

児童や教師が撮影した映像資料をプラズマディスプレイで提示することで、児童の学習意欲
を促進する。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

普通教室小学校６年・社会 プラズマディスプレイ・自作映像を活用

次項へ続く
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【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・必要な調査場所が多い場合、学級で分担して調査活動を行い、その調査結果を他の子どもたちに調査した
内容がより伝わるようにＤＨＶで撮影した映像を活用する。

・課題に対する関心が低くなった場合や、意見が行き詰った場合に、ＤＨＶ映像を視聴させることで、それ
を解消する一助とする。

【指導概要】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

児童が撮影した「FM岡崎
の職員が語る、災害時にお
ける対応について」のＤＨＶ
映像のビデオを中心とした
発表を視聴する。

本時の課題を知る

意見を発表する

羽根学区の災害対策は安心なのか

ＤＨＶ映像を視聴する。
●「安心」の意見が少ない
場合

映画「日本沈没」の中の日
本が災害に襲われる様子
●「不安」の意見が少ない
場合

映画「日本沈没」の中の自
衛隊が被災者を救っている
様子

7

8

20

35
45

・前回の発表では、分かり
づらかった「FM岡崎班」
の内容のことを、今回は
映像を取り入れて発表す
ることを伝える。

・課題を黒板に提示する。

・子どもたちから出た意見
は、「安心」「不安」に分
けて、板書する。

・「安心」という意見が少
ない場合は、映画「日本
沈没」の中の日本が災害
に襲われる様子をＤＨＶ映
像で流す。「不安」という
意見が少ない場合は、同
映画の中の自衛隊が被災
者を救っている様子をＤ
ＨＶ映像で流す。

・「政治が、災害時に自分
たちを救うためにいろい
ろと対策をしていてくれ
ることが分かった」「他
に任せるだけでなく、自
分たちでも災害時に対応
できる準備をしっかりし
なくてはいけないと、切
実に感じた」などの意見
を書いた児童の発表を促
す。

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

プラズマディスプレイ
ＤＨＶ映像
「ＦＭ岡崎の職員が語る、
災害時における対応に
ついて」
＊共に、児童が撮影し
たＤＨＶ映像

プラズマディスプレイ
ＤＨＶ映像
映画「日本沈没」

ワークシートに感想を書く

1  3  4

4    6

3

視聴覚機器活用
（関心・知識の深まり）

視聴覚機器活用
（関心・知識の深まり）



実施日時 2007年11月29日 13：30～14：15（５時間目）

学校種・教科 小学校・算数 学年・人数 ５年・10名 授業担当者 加藤　佳世

単元・題材名 角の大きさ

単元・題材の目標 角の大きさを回転量として理解し、角度を測定したり、角をかいたりする能力を伸ばす。
１）角の大きさ、直角を単位とした回転角の大きさ（本時） ４）角の書き方

指導計画 ２）角度のはかり方 ５）三角形の作図
３）三角定規の角の大きさ ６）まとめ

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書
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【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標 ・半直線が回転してできる角の大きさについて理解する。
・直角を単位とした回転角の大きさの表し方を理解する。

・導入の段階で、回転する物を映像として見せることで、回
転する様子を実感させることができる。
・半直線が回転してできる角について、デジタルコンテンツ
を用いて説明することにより、理解を深めることができる。
・直角の何個分で表す角度について、デジタルコンテン
ツを用いることで理解の定着を図ることができる。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【授業風景】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

映像を見て、回転する物か
ら回転角を意識する。

いろいろな大きさの角をつ
くる。

直角を単位とした角の大きさ
の表し方について理解する。

本時のまとめをする。

角の大きさの変化を調べる。

デジタルコンテンツを活用し
て、回転角の理解を深める。

5

10

20

30

40
45

1

3

3

・回転の大きさを、腕で表す
ことにより、どれくらい回
っているのか、体感させる。

・円板の動かし方を、教材
提示装置で見せ、操作の
仕方と学習の仕方を確実
に理解させる。

・円盤を動かし、様々な大き
さの角を作りながら、角の
大きさの変化を理解する。
・コンテンツにより、円盤の
開展と共に角の大きさが大
きくなることを理解させる。

・グループ毎に直角1個分、
2個分、3個分、4個分の
大きさの角をつくる。ま
たそれぞれの名前（1直角、
2直角等）を理解する。

・本時の学習内容を確認し、
ノートにまとめる。

○

○

○ ○

○

○

○

物が回転する映像

教材提示装置

東書e-ネット デジタル
コンテンツコンテンツ活用

（回転角を示すコンテンツ）

コンテンツ活用
（回転する物の映像）

教材提示装置
（円板の動かし方を投影）

普通教室小学4年・算数 教材提示装置・デジタルコンテンツを活用

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・各種コンテンツを拡大提示することにより、児童の興味関心を高めると共に、より確実な理解を促すことができた。
・教材提示装置により円盤の動かし方と角の作り方を説明することにより、より明確に指示することができた。
・コンテンツの活用においては、児童の実態及び授業の構成を考えるに当たって、コンテンツの内容をしっか
りと吟味し、精査する必要がある。
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実施日時 2008年１月21日 13：50～14：35（５時間目）

学校種・教科 小学校・算数 学年・人数 ６年・36名 授業担当者 青山　美子

単元・題材名 比とその利用（７時間）

・比に関心をもつとともに、比のよさがわかりそれを用いようとすることができる。
単元・題材の目標

・比の意味と表し方を理解することができる。

１）比の意味とその表し方を知ろう（２）【本時１／７】
指導計画 ２）等しい比の性質がわかり、それを使って等しい比をみつけよう（２）

３）比の意味を理解し、問題を解こう（１）
４）比を使った問題を解決し、比の意味の理解をつかめよう（２）

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
・２つの数量に着目してその関係を調べ、どうすれば｢同じ味のカルピス」を作るこ
とができるか考えることができる。

・原液と水の割合に着目すればよいことに気付くことができる。

児童の考え方をプラズマディスプレイを利用して提示することで、児童の発表や学
習意欲を促進する。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

普通教室小学校６年・算数 プラズマディスプレイ（電子黒板）・教材提示装置を活用

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

カルピスを作った経験を話
し合う

本時の課題を知る2

・「理想のカルピス」を
グループに配る

・カルピス作りについて
話し合い、失敗したと
きのことも取り扱う

・「理想のカルピス」を
飲む時間を設ける

・今回は味見も、少しず
つ混ぜることもしない
で作ることを告げる

・黒板に課題提示する

・理想は原液25mlに対し
て水100mlを示す

・原液30mlの場合の水の
量について各自で考え
させる

・絵、線分図、式や言葉
などを使って自分の考
えをノートに書かせる

・困っている児童には、
原液と水の割合に着目
すればよいことに気付
かせる

「理想のカルピスと同じ味のカルピスの作り方を考えよう」
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

自分の考えを発表する

実際にカルピスを作って確かめる

まとめる

感想を書く

各班ごとに決められたカルピ
スに必要な水の量を考える
１班70・・・（ ）
２班50・・・（ ）
３班100 ・・（ ）
４班75・・・（ ）
５班20・・・（ ）
６班45・・・（ ）
７班15・・・（ ）
８班60・・・（ ）
９班90・・・（ ）

15

25

33

40

43
45

3 5

・ノートを映し出して考え
を発表させる。必要に応
じ、説明するときには、
電子黒板にペンを使って
書き込ませる

・カルピスのもとと水の量
の｢差」を考えた児童も、
２つの量の「倍」をもと
に考えた児童も、今まで
に学習した算数的な考え
方ができていれば認める

・カルピスのもとを１とす
ると水は４になっている
ことから120mlになるこ
とを確認する

・ノートに自分の考えを書
いてから班で話し合うこ
とを指示する

・一人一人が意見を述べる
ように声がけをする

・各班ごとに水の量を書き
込める模造紙を掲示し、話
し合いが終わった班から書
くことができるようにする

・どの班も、カルピスのもと
の４倍が水の量になってい
ることをみんなで確かめる

・班員で協力して作業を進
めるように促す

・班ごとにカルピス作りに必
要なものを用意しておく

・カルピスが作れた班から、
理想のカルピスと飲み比
べ、同じ味のカルピスが
作れたか確かめさせる

・どうして、カルピスの量
が違っていても同じ味の
カルピスが作れたのかノ
ートにまとめさせる

・原液と水の量の割合が一
定なら量に関係なく味は一
定になることを確認する

・本時の結果をもとに、次
時では同じ味のカルピス
を何人分も一度に作るに
はどうしたらよいかを学
習することを知らせる

・自分の言葉で感想を書く
よう指示する

○ ○ ○ プラズマディスプレイ
（電子黒板）
教材提示装置

視聴覚機器活用
（追究意欲の深まり）
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2007年11月28日 11：50～11：35（３時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ３年・37名 授業担当者 松本　武

単元・題材名 太陽の光でしらべよう「わたしたちのくらしと日光」

日光が当たったときの明るさやあたたかさを利用したものを調べ、日光の利用法について、身
単元・題材の目標

の回りを見直す態度を育てる。

１）かげのでき方と太陽の光
指導計画 ２）あたたかさと太陽の光

３）わたしたちのくらしと日光 【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
身のまわりで、どんな事に太陽の熱
が使われているのかを知り、実際に
太陽熱を利用した物を作ってみる。

電子黒板を使い、太陽熱を利用した
物の映像を実際に見て、生活と太陽
は密着している事に気付く。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

日常生活の中で、どんな事
に太陽の光が使われている
のかを考える。

ショートコンテンツを数本
見せて、太陽と日常生活は
密着している事に気づく。

アルミホイルと厚紙を使
って、ソーラークッカー
を作る。

2

・特別な場所でなくても、洗
濯など身近な生活の中で
太陽熱を使っている事に
気付かせる。

・ソーラークッカーについ
て、利用方法や作り方な
どを説明して、環境問題に
も役立つ事を知らせる。

○ ○

リア型プロジェクター
ノートパソコン
デジタルコンテンツ
小学校理科
「日なたと日かげを比べよ
う」

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

普段あるのが当たり前のように思う太陽について、いろいろな場面で役立っている事を知り、日常生活では
なくてはならない物であることに気づかせる。
また、温度の変化など長時間かけて行わないといけない実験をデジタルコンテンツで見せる事により、短時
間で変化の様子を理解する事ができる。

視聴覚機器活用
（映像を見せる）

普通教室小学校3年・理科 リア型プロジェクタ・PC・デジタルコンテンツを活用

黒
　
　
板

グループで学習（給食グループ）

大型
モニ
ター



実施日時 2007年10月18日 13：50～14：40（５時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ３年・39名 授業担当者 神谷　秀光

単元・題材名 太陽の光のはたらきをしらべよう（10時間）

単元・題材の目標

指導計画
１）日なたと日陰の違いを比べよう

２）太陽の光を当てたもののようすを調べよう【本時8 / 10】

55

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
大きな鏡1枚で光を反射させても、光が当たっているところの温度が小さな鏡1枚と
変わらないかどうかの結果を予想し、その理由を発表することができる。

プラズマディスプレイと教材提示装置を利用して、児童の発表を促進する。
利用システム・コンテンツと
目標との関連

日光は鏡で集めたり、反射させたりすることができ、物に日光を集めたり、重ねたりした
とき、鏡の大きさにはあまり関係なく、物が暖まることを実験を通じて確かめ、その理由
を考えようとすることができる。

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

復習をしながら、教師の発
問の答えを考える。
「鏡3枚で光を集めるより、
大きな鏡1枚で当てると、
暖かくなるだろうか。」

本時の課題を知る

「大きな鏡1枚で光を当てると、3枚で集めたときよりも
温度は上がるだろうか？」

意見を発表する

7

10

2 5

3

3 5

5

・鏡を3枚と、大きな1枚
の鏡を見せる。
・今までやってきたことを
記録写真でふりかえる。
電子黒板に映す。
・鏡を使った的当て遊び
・光のリレー

・電子黒板で課題提示

・課題の書いてあるプリン
トを配布する。

・考えを発表させる。図を書
きたい子には。電子黒板に
ペンを使って書き込ませ
る。
・全員挙手をさせて予想を
確認し、人数を書く。
・上がる
・さほど変わらない
・上がらない

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

プラズマディスプレイ
教材提示装置

プラズマディスプレイ
（電子黒板）

プラズマディスプレイ
（電子黒板）

普通教室小学校3年・理科 プラズマディスプレイ（電子黒板）・教材提示装置・アニメーションを活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実験で確かめる
実験1：
1）鏡小3枚
2）鏡大1枚

結果を確認
（3枚の方が温度が上がる）

実験2：
1）鏡小1枚
2）鏡大1枚

結果を確認
（大1枚も小1枚も変わらない）

理由を考え、プリントに書
き、意見を発表する

まとめる

感想を書く

16

25

38

40
45

3

3

4 6

・理科室の後ろの壁にまと
を作り、1）と2）の実験
を同時に行う。
・まとを鏡でねらう子を4
人決めておく。
・温度変化は2分ほどデジ
タル温度計で表示する。
・結果を電子黒板に記録し
ておく。
・正解者の確認。

・実験結果について話し合
う。
・理由をつけて意見を述べ
る。
・図を描きたい子には、電
子黒板のスライドに線を
描いて説明させる

・ヒント1：色セロファン
を貼って大きな鏡を色分
け分割したものを使って
光を当ててみても、まと
には1色しか当たってい
ない実験を見せる。

・ヒント2：3枚の小鏡を3
色に色分けしたものを使
って光を当ててみると、
3色が混ざって見える実
験を見せる。

・ヒントを参考に考える。

・正解をアニメーションで
見せる。
・プリントにまとめさせる。

・自分の言葉で感想を書く。

○

○

○ ○

プラズマディスプレイ
（電子黒板）

プラズマディスプレイ
（電子黒板）

プラズマディスプレイ
アニメーション

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

プリントや電子黒板に生徒に線を書かせる活動は、有効だと思われたが実際には少し難しかった。
しかし、セロファンの実験と、最後にアニメーションを見せたことで、理解が得られた。

視聴覚機器活用
（追究意欲の深まり）
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年11月28日 13：40～14：25（５時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ５年・26名 授業担当者 清水　拓也

単元・題材名 流れる水のはたらき
増水による災害の様子や、流れる水は土地のようすを変えることに興味をもち、地面などに水
を流して調べる。そして、実験結果をもとに、川とその周りの土地の様子の資料や実際の川な
どを調べて、流れる水には、土地を削ったり石や土を流したりつもらせたりするはたらきがあ
ること、流れる水の速さや水量が変わると土地の様子が大きく変化する場合があることをとら
えることができるようにする。

１）流れる水のはたらきを知ろう（４時間）
指導計画 ２）川の水はどのように土地をかえるのだろうか（３時間）

３）川を観察しよう（３時間）

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【授業概要】

単元・題材の目標

【指導概要】

二つの写真を比べその違
いについて発表する。

水によって土や砂が削られ
たり流されていることを知る

分かったことをまとめる

授業のふりかえりをし、次
時の見通しをもつ。

8

15

30

35

40
45

2

4

・流れる水のはたらきにより
土が削られたり流された
りすることをしっかりと確
認する。

・絵をもとに、児童一人一
人の予想（理由も含め）を
しっかりと持たせる。

・映像をスローにするなど
児童が分かりやすいよう
にする。

○ ○

○ ○

リア型プロジェクタ
普段の川の様子と大雨
で増水している写真。

リア型プロジェクタ
実験の映像（ＮＨＫ教
育テレビ）

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・導入の映像提示で、２つの写真を比較するが、それを簡単に切り替えたり、両方の写真を同時にならべた
りすることができ、児童が比較しやすくなる。

・実験の結果を映像で提示することで、失敗することなく児童に見せることができる。また、大きな画面で
提示できるので、分かりにくい水の流れもはっきりと提示することができる。

視聴覚機器活用
（写真を比較しやすく提示する）

多目的教室小学校５年・理科 小学校５年・理科　リア型プロジェクター・テレビ番組を活用

視聴覚機器活用
（映像でくり返したりア
ップで見たりできる）

カーブがある川ではどの
ように土がけずられてい
くのか考える。

《実験》

実験の結果の映像を見る。

【教室レイアウトイメージ】【本時の指導案】

本時の目標

地面に水を流すと、土や石が流れるこ
とが分かり、カーブの外側と内側では
ではずられ方やつもり方に違いがある
ことに気がつくことができる。

水を流すことで溝のカーブが変化してい
くことを映像をで見せることができる。

利用システム・コンテンツと
目標との関連
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年９月25日 11：30～12：10（４時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ５年・28名 授業担当者 藤田　淳治

単元・題材名 天気と情報（２） 台風と天気の変化

単元・題材の目標
映像などの情報を活用して、天気の変わり方をを調べ、天気の変化の仕方についての考えを
もつことができるようにする

１）台風による天気の変わり方　（1 / 2）【本時】
２）台風による天気の変わり方　（2 / 2）

指導計画
３）台風の情報を集めよう
４）秋の天気

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

台風についての基本的な内容を知り、
台風の動きやそれに伴う天気の変化
について、意欲的に調べようとする
態度をもつことができる。

自作したプレゼンテーションを活用
し、台風のでき方や仕組みについて
提示する。それにより、児童に台風
についての関心を高めさせる。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

予想・気付きの発表

知識を深める

予想・調べ

まとめ

10

25

35

40

1・2

3

5

・液晶プロジェクタで台風
の写真を提示し、台風に
関する写真であることに
気付かせる。

・台風の知識とテレビの台
風情報などから、興味・
関心を高めさせる。

・台風情報や教科書の雲画
像と雨量データから、台
風の動きと天気の変化に
関係があることに気付か
せる。

・次時の活動を伝える

○

○

○

液晶プロジェクタ
マグネットスクリーン
コントローラ
教材提示装置

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等を記述ください】

児童が同じ資料について一斉に向かうことができるため、全体の集中力の向上に役立つ。また、動きのある
資料を見せることができ、静止画より効果的に訴えることができる。

視聴覚機器活用
（導入の場面で）

視聴覚機器活用
（説明の場面で）

視聴覚機器活用
（説明の場面で）

普通教室小学校5年・理科 液晶プロジェクター・教材提示装置を活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2008年１月30日 ９：45～10：30（２時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ５年・28名 授業担当者 藤田　淳治

単元・題材名 もののとけ方

単元・題材の目標 映像などの情報を活用して、もののとけ方の性質についての考えをもつことができるようにする。

１）水よう液の重さ
指導計画 ２）水にとけるものの量

３）とかしたもののとり出し方（2 / 4）【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
ホウ酸の水溶液をろ過してできたろ液を、熱した
り、冷やしたりすることで溶けていたホウ酸を取
り出せることを理解することができる。

自作したプレゼンテーション、ビデオ教材、教材提
示装置などを活用し、溶けていたホウ酸が出てく
る様子などを拡大して提示し、より効果的に理解
が深まることができるようにする。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

説明・準備

実験を行う

ノートに結果を
まとめる

まとめ

10

30

45

2

6

・プロジェクタで実験の方
法について説明する

・各テーブルで実験を行っ
ていく

・結果をノートに記述する

・教材提示装置を使い、出
てきたホウ酸を拡大

・ビデオ教材による確認
・本時のまとめを記入する

○

○

液晶プロジェクタ
スクリーン
コントローラ
教材提示装置
デジタルコンテンツ学研
VOD 小学校・理科
「もののとけかた」

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

アルコールランプを使用することから、使用するにあたっての注意点を全体で確認できる。また、自分たち
が行った実験の結果だけではなく、視聴覚機器によって、もう一度確認することができるため、理解を深め
る上で効果的である。

視聴覚機器活用
（説明の場面で）

視聴覚機器活用
（まとめの場面で）

教卓

ス
ク
リ
ー
ン
等

視
聴
覚
機
器

普通教室小学校5年・理科 液晶プロジェクター・教材提示装置・デジタルコンテンツを活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年11月7日 13：40～14：25（５時間目）

学校種・教科 小学校・理科 学年・人数 ６年・30名 授業担当者 服部　繁

単元・題材名 土地のつくりと変化

単元・題材の目標
土やその中に含まれる物を観察し、土地のつくりや土地のでき方を調べ、土地のつくりと
変化についての考えをもつことができるようにする。

１）土地をつくっているもの
２）地層のでき方

指導計画 ３）火山灰でできた土地
４）土地の変化
５）まとめ【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
地層のでき方を、流れる水の働きと
火山活動からまとめることができる。

実際には観察の難しい地層の様子や
想像し難い地層のでき方を映像で示
し、学習のまとめとして理解の定着
を図る。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

既習内容の想起

既習内容の確認
その１

（流水の働き）

既習内容の確認
その２

（火山の働き）

まとめ

5

20

40
45

6

4 6

・地層について知ってい
ることを発表させる。

・VODを見せて、地層の
大部分は流水の働きで
形成されたことを確か
めさせる。

・VODを見せて、火山活
動によってできた土地
の様子を確認させる。

・地層のでき方をプリント
にまとめさせる。

○ ○

○ ○

液晶プロジェクタ
デジタルコンテンツ学研
VOD 小学校6年理科
「地層からわかること」

デジタルコンテンツ学
研VOD 小学校6年理
科「火山による土地の
変化」

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

観察や想像の難しい事象を映像で示すことは、理解の深化・定着に有効である。
ＶＯＤ教材は、注目場面の静止、繰り返し、必要に応じた映像選択など、臨機応変に提示する。

視聴覚機器活用

視聴覚機器活用

普通教室小学校6年・理科 液晶プロジェクタ・デジタルコンテンツを活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 学 態 技

実施日時 2008年１月11日 8：50～10：25（１、２時間目）

学校種・教科 小学校・図工 学年・人数 ６年・23名 授業担当者 榮　美樹

単元・題材名 芸術家の心にふれて

（観賞）自分が選択した作品のよさや工夫していることなどを探る。
単元・題材の目標

（表現）気付いたことを自分の視点から言葉にまとめる。

１）絵をじっくりと見る【本時】
指導計画

２）気付いたことをまとめる

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

作品のよさを観賞する。
・描かれているものは何か
・絵の特徴
・感じたこと等を文章にまとめる。

プラズマディスプレイと教材提示装置を用いて資料を提示し、作品の特徴やよさ
に気付く。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【指導概要】

ベラスケスの静物画を見
て、描かれているものや特
徴について調べる。

自分が選んだ作家の作品を
鑑賞する。

作品ののよさや特色感じ
たことをまとめ、みなに
伝える。

45

90

2

3

・作品を教材提示装置を用
いて大型画面に投映し、
描かれているものの工夫
や一人一人が感じたよさ
を発表する。

・作品を投映しながら自分
が感じたよさなどを発表
する。

○

○

プラズマディスプレイ
教材提示装置

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・教材提示装置で拡大した作品を投映することにより、学習活動の焦点化がはかれるとともに作品のよさに
気付くことができる。
・大型画面を通して自分の感じたことを発表できるなど、児童の表現活動を助けることができる。

図工室小学校6年・図工 プラズマディスプレイ・教材提示装置を活用



62

平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 学 態 技

実施日時 2007年11月7日 13：40～14：25（５時間目）

学校種・教科 小学校・体育 学年・人数 ６年・23名 授業担当者 久保田　謙

単元・題材名 マット運動

単元・題材の目標

１）学習の流れのイメージをつかませる【本時】
２３４）技のポイントを意識した場の選び方や学び合いができる

指導計画
５）自分の能力にあった技を選び練習に取り組むことができる
６）互いのよさを認めい運動の楽しさを味わうことができる

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
・場の特徴に興味をもち活用方法を考える
・安全に注意して運動する
・自己の能力に合わせた技に取り組む

プラズマディスプレイとＤＶＤ、ＰＣ教材を活用。映像資料を活用し技のポイント
を確認する。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【指導概要】

ポイントタイム　　
・技能のポイントを知る

いろいろな場を活用し自分
の技を練習する。

練習方法や場の選択でよか
った点を振り返る。

2

6

・場の特徴をつかませる。
・練習方法や場の選択につ
いて視線する。

・よかった点をほめる

○ ○

○

プラズマディスプレイ
ＤＶＤ体育マット運動／
ＰＣ体育科教材

（学び方）自分の能力に合った課題を持ち、解決に向けて粘り強く取り組むことができる。
（技　能）自己の能力に適した課題をもって運動を行い、できる技をくり返したり組み合わせ

たりすることができる。

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・映像を通して具体的にマット運動の技のポイントを示すことができるとともに、子どもたちがイメージを
持ちやすい。
・安全面についてもポイントを押さえた指導ができる。
・映像で学ぶ→取り組む課題をつかむ→練習する→映像で・・・のように課題に応じて効果的に学ぶ場、確
認の場を設定できる。

視聴覚機器活用
（技のポイントを示す）

体育館小学校6年・体育 プラズマディスプレイ・DVD教材・PC教材を活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年11月29日 11：40～12：25（４時間目）

学校種・教科 小学校・体育（保健） 学年・人数 ６年・10名 授業担当者 佐々木くに子、小野寺明美

単元・題材名 病気の予防「たばこの害と健康」

単元・題材の目標

１）病気の起こり方 ４）たばこの害と健康
指導計画 ２）病原体がもとになって起こる病気（2時間） ５）酒の害と健康

３）生活の仕方と病気の予防（2時間） ６）薬物乱用の害と健康

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

・たばこには有害な物質が含まれていることや、た
ばこの依存性について理解することができる。
・主流煙と副流煙による周りの人への悪影響を理解
し、たばこをすすめられても断ることができる。
・未成年者は喫煙してはいけないという意識を高め
る。

・たばこを長年吸っている人の肺と吸わない人の肺
の写真を拡大して提示することにより、本時の学
習への興味関心を図ることができる。
・自分のノートを教材提示装置で提示しながら発表
することにより、自分の考えを多くの人に分かり
やすく伝えることができる。
・各種グラフを拡大提示することにより、より深い
理解を促すことができる。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

・病気は、病原体、環境、体の抵抗力、生活行動がかかわりあって起こることを理解する。
・病原体が主な要因となって起こる病気の予防には、病原体を体に入れないこと、病原体を無
くすこと、からだの抵抗力を高めることが必要なことを理解できるようにする。
・生活習慣病など、生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、望ましい生活習慣を
身につけることが必要なことを理解する。
・喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、健康を損なう原因となることを理解できるようにする。

普通教室小学校6年・体育（保健） 液晶プロジェクター・教材提示装置・デジタルコンテンツを活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

二つの肺の写真を比べ、感
じたことを発表し合う。

たばこの体への影響につい
て考える。

たばこを勧められたらどう
するかを考える。

本時のまとめをする。

たばこへの依存性について
知る。

主流煙と副流煙の違いを知
り、たばこを吸わない人へ
の影響を理解する。

5

10

20

30

40
45

1

3

3

・素直な感想を引き出し、
興味関心を高める。

・事前の調べ学習の成果を
発表させ、その内容を黒
板に分類する。

・たばこは依存性が高くや
めることができないこと
を理解させる。

・グラフ提示により、その
影響の大きさを理解させ
る。

・ロールプレイングを行い、
誘惑から断るスキルを身
につけさせる。

・未成年者への喫煙の危険
性について知らせる。

○

○

○

○

○ ○

○

デジタルコンテンツ
東書デジタル掛図（保
健）
PC

教材提示装置

デジタルコンテンツ
東書デジタル掛図（保
健）
PC

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・各種コンテンツを拡大提示することにより、児童の興味関心を高めると共に、より確実な理解を促すこと
ができた。

・教材提示装置により児童のプリントを拡大投映して発表することにより、より分かりやすく説明すること
ができた。

・デジタル掛図等のコンテンツの活用においては、児童の実態及び授業の構成を考えるに当たって、コンテ
ンツの内容をしっかりと吟味し、精査する必要がある。

コンテンツ活用
（二つの肺の拡大提示）

教材提示装置活用
（各自のプリントを拡大提示）
（たばこのパッケージ提示）

コンテンツ活用
（副流煙の影響についてグ
ラフを拡大提示）
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2007年11月30日 10：40～11：20（３時間目）

学校種・教科 小学校・（情報教育）国語 学年・人数 ３年・36名 授業担当者 丹下　文沙

単元・題材名 （特別活動）キッズフェスタのしょうたいじょうを作ろう

単元・題材の目標 クリックパレットを使って、簡単な文章を入力することができる。

１）招待状を作る計画をする。
２）パソコン操作の復習。

指導計画
３）パソコンを使って招待状を作ろう【本時】
４）手書きで宛て先とメッセージを書く。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標 クリックパレットを使って、文字入力することができる。

イタンラクティブユニットを使用し、プロジェクタで映されたパソコン画面を使
い、ソフトウェアの使い方をわかるようにする。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【指導概要】

めあてを知る

パソコン電源入

交代する

文書保存

文字の入力の方法を学ぶ

コンピュータが２人で１台
なので、教えあいの活動を
すること。

5

10

30

35

40

1

・招待状のための文字入
力をすることを知る

・一斉パソコンルーム
・ジャストスマイルを立
ち上げる
・２名に一台教えあい
・招待状の台紙を開く
・文字をクリックして文
章を入力する
・画面に対応させて活動
を進める
・わからないところはい
つでも聞けるように

文書の保存

○ ○ 液晶プロジェクタ
（インタラクティブユニット）

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

文字入力にあたって、作業を覚える時に、画面と自分の目の前のコンピュータの画面が対応でき、どの部分
の次にどの部分をクリックするかといった作業（指導）の証拠を残すことが可能になる。

視聴覚機器活用（作業途
中で場所をマーキングす
る）

パソコン教室小学校3年・情報教育 液晶プロジェクター（インタラクティブユニット）を活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年11月22日

学校種・教科 中学校・数学 学年・人数 １年生・25名 授業担当者 矢田　広

単元・題材名 いろいろな立体

単元・題材の目標
・立体の見取図を、見やすく書くことができる。
・立体の名称を覚える。

１）立体模型と実物投影機を利用して、見取図を書くときの視点を学ぶ。
２）立体模型を利用して、見える線、見えない線を確認する。

指導計画
３）立体模型を利用して、見取図を書くときの注意点を確認する。
４）いろいろな立体について、見取図を書く練習をする。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
いろいろな立体の見取図を見やすく、正確に書く
ことができる。

＜プラズマディスプレイ＞
・立体模型を拡大させながら、ディスプレイの書
きこみ機能を利用して説明する。

＜教材提示装置＞
・立体を見るときの視点を確認する。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

１．三角柱の頂点、辺、面
の個数を調べ、どのような
立体なのかを確認する。

５．三角錐の頂点、辺、面
の個数を調べ、どのような
立体なのかを確認する。

６～７．いろいろな錐体
について見取図を書く練
習をする。

２．ディスプレイに映った
立体模型をみて、三角柱を
見取図をかくときのポイン
トを確認する。

３～４．いろいろな柱体
について見取図を書く練
習をする。

5

15

25

35

50

2

6

6

・簡単な問題なので、しっか
りと数えさせる。

・三角柱の性質を読み取り
やすい見方、を確認させ
るために、立体模型を回
転させたり、教材提示装置
の視点を変えてみたりし
て確認する。

・立体模型を実際にディ
スプレイに映す。

○

○

○

立体模型
プラズマディスプレイ
教材提示装置

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

実際に視点を変えたり、立体を回転するところが確認しやすい。

普通教室中学校1年・数学 プラズマディスプレイ・教材提示装置を活用
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 見 表

実施日時 2007年11月28日

学校種・教科 中学校・数学 学年・人数 ２年・25名 授業担当者 矢田　広

単元・題材名 図形の性質　二等辺三角形の性質

単元・題材の目標

１）二等辺三角形の性質をあげ、定義と定理に分け、定義、定理の意味を理解する。
２）二等辺三角形の各部の名称をのノートにまとめる。指導計画
３）二等辺三角形についての事例を、いろいろな場合について成り立つことを確かめる。
４）穴埋め形式にした、プリントを提示して、証明を行う。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

・二等辺三角形の性質を理解する。
・定義、定理について理解する。
・二等辺三角形の各部の名称を覚える。
・二等辺三角形についての事例を確認し、証明することができる。

＜液晶プロジェクタ＞
黒板に生徒の手元にあるプリントと同じ映像を投映し、チョーク
で書き込むことで、生徒と同じ目線でプリントに取り組むことが
できるようにする。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

１．プリントに書かれてい
る、二等辺三角形について
の性質を見つけだす。

見つけ出した性質を、「二
等辺三角形という名前の
由来はどれ？」質問によ
って定義を引き出し、本
来の性質、定理について
も説明する。

二等辺三角形の各部分の名
称を指導する。

２．二等辺三角形の等辺を
同じ長さで延長したとき、
直角三角形ができること
を、様々な二等辺三角形に
ついて確認する。

３．２で確認したことを
穴埋め形式にしたプリン
トによって証明する。

5

15

25

35

2

6

・二等辺三角形を黒板に提
示し、「辺や角について根
拠はなくてもいいから性
質を探し出してごらん」
と、発言のしやすいよう
に問いかける。

・あげた性質を仲間分けが
生徒にできる場合は、い
らないが今回は難しいと
考え、「名前の由来」とい
うヒントをあげる。

・黒板のノート部分に要点
を板書する。

・投映されたプリントと同
じ図形に、描きこむこと
で、作図の方法を教える。

・仮定と結論を確認する。

・証明の穴埋め問題を提示
し、生徒に少し考えさせる。

○ ○

○

○

○

○

液晶プロジェクタ
（黒板投映）

・二等辺三角形の各部の名称を理解できる。
・二等辺三角形についての事柄の中から、定義、定理を見つけだすことができる。
・二等辺三角形に関する事象について、証明することができる。

普通教室中学校2年・数学 液晶プロジェクター・PCを活用

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

生徒にプロジェクタの内容をノートに書き込ませることもできるが、生徒のノートを書く速さと、プロジェ
クタの画面の切りかえが異なるため、あくまでプリントと同じ内容を映す方がよい。また、授業プリントは
パワーポイントを使って作成している。（B4の４ページ割り付け印刷）
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 科 技

実施日時 2007年11月28日 11：55～12：45（４時間目）

学校種・教科 中学校・理科 学年・人数 １年・34名 授業担当者 原田　知典

単元・題材名 身のまわりの物質・金属どうしを区別するには

・上皿てんびん、メスシリンダーを正しく使うことができる。
単元・題材の目標

・密度を求めることができる。

１）金属と金属でないものを区別する（実験）
２）金属の性質を理解する。

指導計画
３）金属どうしを区別する方法を考える。物体の密度を導き出せる。
４）道具を正しく使用できる。物体の密度を出し、判別する。（実験）【本時】

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標

・上皿てんびんやメスシリンダーを正し
く使うことができる。
・物体の密度を出し、判別することがで
きる。

水の入ったメスシリンダーを教材提示装
置を使ってプラズマディスプレイに映し
出す。メモリの正しい見方を説明する。

利用システム・コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

道具の説明

道具の使い方の確認

実験の説明

実　験

かたづけ

5

10
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45

2 3・メスシリンダーと上皿て
んびんの使い方を説明す
る。

・班を見て回り、正しく
使えているか確認する。

・密度の出し方を確認する。
物体の密度表を配る。

・巡回し正しくできているか
確認する。

・協力し合って順序よくか
たづけさせる

○

○ ○

プラズマディスプレイ
教材提示装置

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

・実験道具の映像コンテンツを拡大して表示することが生徒の興味関心を高める上で効果的であった。
・細かい部分を説明するに後ろにいる生徒には大変見にくい。拡大することでどこに注意するべきかが見や
すく理解度も高まった。

視聴覚機器活用

理科室中学校1年・理科
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平成19年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

実施日時 2007年10月25日 10：40～11：30（３時間目）

学校種・教科 中学校・理科 学年・人数 １年・36名 授業担当者 鈴木　圭太

単元・題材名 音の性質

単元・題材の目標

１）音の伝わり方を体感する。

指導計画
２）音の伝わり方を考える。【本時】
３）音の伝わる速さについて考える。
４）音の大きさと高さについて考える。

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
友だちの発表を聞いたり、実験の様子を確認した
りすることで音は空気が振動して伝わるというこ
とが理解できるようにする。

プラズマディスプレイを利用し、話し合いで友だち
の意見を広めたり、デジタルビデオカメラで撮影し
た実験の映像を見せたりして生徒の理解を深める。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

さまざまな実験、話し合いを通して音の伝わり方や、音の大きさや高さについて理解できる
ようにする。

時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

【指導概要】

前時の復習
打ち上げ花火の音の伝わる
様子をビデオで確認

音（爆竹の音）の伝わり方に
ついて自分なりのスケッチ
を行い、自分の考えについ
て話し合いを行う。

爆竹の実験を行う。デジタ
ルビデオカメラで実験の様
子を撮影し、実験結果を確
認しながら音の伝わり方に
ついて理解を深める。
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○

○

○

プラズマディスプレイ
デジタルビデオカメラ

プラズマディスプレイ

プラズマディスプレイ
デジタルビデオカメラ

【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

プラズマディスプレイを用いることで生徒たちの意欲は高まる。説明もわかりやすくなるが、そのためにはその基
本となる生徒たちの説明能力が必要である。説明や発表する機会を多く経験すれば、とても有効的に使用するこ
とができるだろう。理科の授業ではプラズマディスプレイを用いながらも実際の実験も大切にしていきたい。

視聴覚機器活用
（ビデオ確認）

視聴覚機器活用
（生徒それぞれが描いた
スケッチをディスプレ
イに映し、その映像を
使いながら自分の意見
を発表させる）

視聴覚機器活用
（実験の様子をディスプ
レイに映して、実験の
確認を行う）

普通教室中学校1年・理科 プラズマディスプレイ・デジタルビデオカメラを活用
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時間 学習活動
教師の働きかけ 期待される効果 使用機器・コンテンツ

機能分類 関 知 思 表

実施日時 2007年10月3日 13：50～14：40（５時間目）

学校種・教科 中学校・道徳 学年・人数 ２年・34名 授業担当者 清水佐知子

単元・題材名 人間性への信頼・生きがい　「幸せ」って…？

単元・題材の目標

１）自分のまわりに目を向けてみよう（１時間）
指導計画 ２）「幸せ」って…？（１時間）【本時】

３）「生きる」ことについて考えてみよう（１時間）

【授業概要】

【本時の指導案】

本時の目標
バングラデシュで想像もつかない貧困な生活をしている少
女アメナの生活を考えることによって、不自由のない自分の
今の生活が「当たり前」でないことに気づくことができる。

プラズマディスプレイを利用して、アメナの生活の様子を映
像で紹介する。日本では想像すらつかない生活をする、同じ
年代の子どもが世界にはたくさんいるということを映像を通
して理解を深める。

利用システム・
コンテンツと
目標との関連

【教室レイアウトイメージ】

【指導概要】

「幸せ感じる1000円の使い
方」について考え発表する。

「地球の危機を救うお金の
使い方」（アメナの生活）を
ビデオで視聴する。

「アメナにとっての幸せ」
について考える。

自分の生き方について見
つめる。

親からの手紙を読む。

「地球の危機を救うお金の
使い方」（病気の子どもを助
ける1000円の使い方例）を
ビデオで視聴する。

「自分にとっての幸せと
は」を考える。

8

35

40

45

2

4

2

・ビデオの中で、アメナの
生活の貧困さをクローズ
アップするような場面で
止めながら、生徒に問い
かけをする。

・BGMと共に声だけを流
す（あらかじめ選んだもの）
画面には「あなたへ…」

・フラッシュカード的な映像
で、テンポよく流れる。

○ ○

○

○ ○

プラズマディスプレイ
アメナの生活
テレビ番組の一部抜粋

プラズマディスプレイ
画面は文字のみ（自作）

プラズマディスプレイ
テレビ番組の後半部分
抜粋

物質的に恵まれた社会に育っている生徒は、人間として生きるという実感を抱くことなく、
その日の出来事に身をゆだねている感がある。しかし、生徒は、苦しみ、悩みながら、自分
らしい生き方を手探りで求め、揺れ動いているともいえる。この時期に自他敬愛の精神をも
って、共に精一杯生きることの喜びや大切さに気づかせたい。

視聴覚機器活用
（ビデオ視聴の場面で）

視聴覚機器活用
（親からの手紙を紹介す
る場面で）

視聴覚機器活用
（1000円の使い方を紹介
する場面で）

普通教室中学校2年・道徳 プラズマディスプレイ・テレビ番組（ビデオ）を活用
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【指導に当たっての留意点（指導にあたって有効だと思われる点等】

本単元では、「いのち」「生きる」ことについて真剣に考えるきっかけをもたせるための授業である。何不自由な
く、学校生活を送っている生徒は、「いのち・生きる」ことの尊さを感じる場面や機会もなく、自分の恵まれた
環境にさえ、不満や不平を言っている。その恵まれた環境に気づくために、同じ年代の子どもが「学校にいくこ
とさえできない生活」を送っているという状況をビデオを使って伝える。また、より臨場感をもたせるために大
画面を使用する。さらに貧困さがクローズアップされる場面で、停止をしながら生徒に確認したり、質問したり
して具体的に貧困な項目をあげていく。日本では予想できないような場面では「これは、どういう場面？」「何
をしているところ？」「何のために？」と問いかけ、強調する。
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７.２.３　小学校映像教材単元対応表

科目 学年 大単元 小単元 

 社会 3  わたしたちのまち    わたしたちのまち 
   みんなのまち    たんけん（18） 
   人びとのしごとと     スーパーマーケットを見て 
   わたしたちのくらし     みよう（9） 
        パン工場を見てみよう（9） 
        市場を見てみよう（9） 
        郵便局を見てみよう（9） 
        酪農家の仕事を見てみよう（10） 
   くらしをまもる    火事からくらしを守 火事をふせぐしごと（15） 
       る（15） 交通じこをふせぐしごと（14） 
        消防署の仕事を見てみよう（10） 
        警察の仕事を見てみよう（9） 
  4 住みよいくらしをつくる    ごみのゆくえを追って わたしたちのくらしとごみの 
       ーせいそう工場と しまつ（20） 
       リサイクル（14） 
        わたしたちのくらしと下水道 
        のしくみ（15） 
        わたしたちくらしと水道のしく 
        み（15） 
        浄水場を見てみよう（8） 
        火力発電所を見てみよう（10） 
        清掃工場を見てみよう（9） 
        下水処理場を見てみよう（9） 
        ダムと取水ぜきを見てみよう（9） 
        かんのリサイクルを見てみよ 
        う（10） 
        びんのリサイクルを見てみよ 
        う（10） 
        ペットボトルのリサイクルを 
        見てみよう（8） 
   きょう土につたわる   地域の歴史を探る  自然や文化遺産を守る（17） 
   ねがい   （10）  伝統芸能をうけつぐ（18） 
 
   わたしたちの県   わたしたちの東京　  高原の人々のくらし（15） 
      東京のようすといろ 
      いろなちいき（27）  
      わたしたちの東京　  低地の人々のくらし（15） 
      他地いきとつながる 
      東京とその特色（21） 
  5 わたしたちの生活と食料 
   生産 
   わたしたちの生活と工業 
   生産 
   わたしたちの生活と情報  
   わたしたちの国土と環境  
  6 日本の歴史 1．米づくりの村から古墳の 
       くにへ  
    2.聖武天皇と奈良の大仏  
    3.源頼朝と鎌倉幕府 
    4.３人の武将と全国統一  
    5.徳川家光と江戸幕府  
    6.江戸の文化をつくりあ 
       げた人々  
    7.明治維新をつくりあげ 
       た人々  
    8.世界に歩み出した日本  
    9.長く続いた戦争と人々 
       のくらし 
    10.新しい日本、平和な 
       日本へ  
   わたしたちの生活と政治 1.わたしたちの願いを 
       実現する政治 
    2.わたしたちのくらしと 
       日本国憲法  
   世界の中の日本 1.日本と関係の深い国々  
    2.世界の平和と日本の役割 

 東京書籍 学研 内田洋行 東映 

タイトル（メディア（V：VHS、HD：HDDコンテンツ、D：DVD），TIME=尺（単位：分）） 



 理科 3  ●しぜんたんけんをしよう  あたたかさと生き物（Ｖ） 
   1.植物をそだてよう    理科３年  植物を育てよう（Ｄ,２２）  
   2.チョウをそだてよう  モンシロチョウ（Ｖ） あげはちょう（ＨＤ,１８） 理科３年  チョウを育てよう（Ｄ,１８）  
     コンチュウ（Ｖ） コオロギのそだち方 理科３年  いろいろなこん虫の育ち方 
      （ＨＤ,１５） （Ｄ,２１） 
      ばった  －はたけの虫－ 理科３年  こん虫の食べ物・すみか・  
      （ＨＤ,１２） からだをしらべよう（Ｄ,２１） 
      ホタルが育つ水（ＨＤ,１３）  
   3.植物のからだをしらべよう   ヘチマのかんさつ（ＨＤ,１６） 
      花と虫たち（ＨＤ,１８） 
   4.こん虫をしらべよう  モンシロチョウ（Ｖ） あげはちょう（ＨＤ,１８）  
     コンチュウ（Ｖ） コオロギのそだち方（ＨＤ,１５）  
      ばった  －はたけの虫－ 
      （ＨＤ,１２） 
      ホタルが育つ水（ＨＤ,13） 
      ひるやよるの虫  －すみか 
      とたべもの－（ＨＤ,１５） 
   5.花と実をしらべよう  
   6.日なたと日かげをくらべよう   太陽の暖かさ（ＨＤ,１３） 理科３年  かげと太陽・光を当てよう 
       （Ｄ,２６） 
      日なたと日かげ（ＨＤ,１２）  
   7.光を当てよう    理科３年  かげと太陽・光を当てよう（Ｄ,２６） 
   8.明かりをつけよう    理科３年  明かりをつけよう・じしゃく 
       のふしぎ（Ｄ,２８） 
   9.じしゃくにつけよう    理科３年  明かりをつけよう・じしゃく 
       のふしぎ（Ｄ,２８） 
   ●つくってあそぼう  つくってみよう Ⅰ（Ｖ） 
     つくってみようⅡ（Ｖ） 
   1.あたたかくなると   冬のこん虫（ＨＤ,１６） 理科４年  生き物を調べよう（春）（Ｄ,１１） 
   2.電気のはたらき    理科４年  電気のはたらき（Ｄ,２１）  
   3.暑くなると  あたたかさと生き物（Ｖ）  理科４年  生き物を調べよう（夏）（Ｄ,１２） 
   4.月の動き  月と太陽（Ｖ） 月の形と太陽の位置 理科４年  月･星は動くのだろうか 
      （ＨＤ,１０） （Ｄ,１７） 
      太陽と月を観察する 
      （ＨＤ,１７） 
   ●夏の星  星の世界（Ｖ） 星の観察（ＨＤ） 星の明るさや色を調べよう（Ｄ,１７）  
   5.星の動き  
   6.すずしくなると  あたたかさと生き物（Ｖ）  理科４年  生き物を調べよう（Ｄ,１５）  
   7.もののかさと力   空気でっぽう（ＨＤ,１０） 理科４年  空気や水をとじこめよう（Ｄ,１２）  
   8.もののかさと温度   あたたかさの伝わりかた 理科４年  もののかさと温度（Ｄ,１４）  
      （ＨＤ,１５） 
   9.水のすがたとゆくえ  水のすがたとゆくえ（Ｖ） すがたを変える水（ＨＤ,１８） 理科４年  変身する水を調べよう（Ｄ,２６）  
      空気中の水じょう気（ＨＤ,１１）  
      雲（ＨＤ,１０）  
   10.寒くなると  あたたかさと生き物（Ｖ）  
   ●冬の星  星の世界（Ｖ）  星の明るさや色を調べよう（Ｄ,１７）  
   11.もののあたたまりかた    理科４年  もののあたたまり方を調べ 
       よう（Ｄ,２１） 
   12.生き物の１年をふりかえって 
  5  1.天気気温と変化  ⑧天気の変化（Ｖ） 天気の予想（10） 天気の変化（Ｄ,２１）  
      気温って、どうして変わ 
      るの（１０） 
   2.植物の発芽と成長   発芽のしくみ（１５） 植物の発芽と成長（Ｄ,２７）  
      日光・肥料と植物（１７）  
   3.生命のたんじょう  ⑩人のたんじょう（Ｖ） 動物の赤ちゃん（１０） たんじょうのふしぎ（Ｄ,２７）  
     ⑨魚の育ち方（Ｖ） 人の育ち方（１３）  
      メダカの育ち方（１３）   
   4.花から実へ   花粉のはたらき（１８） 植物の実や種の（Ｄ,２０）  
      花のしくみ（１５）  
   ５．台風と天気の変化  ⑪台風と天気の変化（Ｖ） 天気の変化（Ｄ,２１）  
   ６．流れる水のはたらき  ⑫流れる水のはたらき（Ｖ） 川を調べる 流れる水のはたらき（１６）  
   ７．てこのはたらき    てこのしくみとはたらき（Ｄ,２８）  
   ８．もののとけかた   もののとけかた（１１） もののとけかた（Ｄ）  
   ９．おもりのはたらき    おもりの動きとはたらき（Ｄ）  

科目 学年 大単元 小単元 
 東京書籍 学研 内田洋行 東映 

タイトル【メディア（V：VHS、HD：HDDコンテンツ、D：DVD），TIME=尺（単位：分）】 
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 理科 6  ●地球の生き物のくらし  
   １．ものの燃えかたと空気   もののもえかた（１６） ものの燃え方と空気（Ｄ,２４）  
   ２．動物のからだのはたらき  ⑬呼吸と肺（Ｖ） 呼吸のしくみ（１０） からだのつくりとはたらき（Ｄ,３０）  
     ⑭消化と消化管（Ｖ） 肺のしくみ（１５）  
     ⑮血液と心臓（Ｖ） 消化のなぞ（１０）  
     ⑰人の体の特徴（Ｖ） 体をめぐる血液（１０）  
     ⑱わたしたちのからだ（Ｖ）  
   ３．植物のからだのはたらき    植物や動物と養分（Ｄ,２１）  
   ４．生き物のくらしとかんきょう  ⑯生き物のくらしとかん 
     きょう（Ｖ） 
   ５．大地のつくりと変化  ⑲大地のつくりと変化（Ｖ） 土地のでき方（１０）  
     ⑳地震による大地の変 地層からわかること（１２） 
     化（Ｖ） 
     　火山による大地の変 岩石を調べよう（１１） 
     化（Ｖ） 
      火山による土地の変化 
      （１３）  
   ６．水溶液の性質とはたらき    水溶液の性質（Ｄ,３５）  
   ７．電流のはたらき    電磁石のはたらき（Ｄ,２８） 
   ８．人とかんきょう  ⑯生き物のくらしとかん ヒトと環境（１０） 生き物のくらしと自然かんきょう  
     きょう（Ｖ）  （Ｄ,２４） 
     地球と環境（Ｖ） 人と植物とのかかわり（１０）   
      植物の成長ー日光と二 

科目 学年 大単元 小単元 
 東京書籍 学研 内田洋行 東映 

タイトル（メディア（V：VHS、HD：HDDコンテンツ、D：DVD），TIME=尺（単位：分）） 

21

※本単元対応表を参考に、実践協力校では活用したコンテンツ申請、事務局で手配の上、提供した。
※本単元対応表は日本学校視聴覚教育連盟の協力により、東京書籍「新しい社会」「新しい理科」を基に試行的
に作成した。
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●機器導入計画（平成19年度時点）

７.２.４　ＩＣＴ機器パターン一覧

●機器パターン別詳細
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